
交流を深める　大韓民国・巨済市公式訪問
九州オルレ八女コースを歩いてみよう♪
平成26年度決算状況
マイナンバー個人番号カードを無料で交付します
考古学や文献からひもとく岩戸山古墳②
税制改正等のお知らせ

2
3

4～7
11
12

16～17

秋
桜

八
女
を
彩
る

10
月
中
旬
、

立
花
町
矢
部
川
河
畔
の
立
花
商
事
敷
地
内
で

15
万
本
の
コ
ス
モ
ス
が
満
開
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
は
同
社
が
15
年
ほ
ど
前
か
ら

社
会
貢
献
の一環
と
し
て
育
て
て
い
る
も
の
で
す
。

週
末
、
満
開
の
コ
ス
モ
ス
畑
を

多
く
の
見
物
人
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

花
は
11
月
上
旬
ま
で
楽
し
め
る
そ
う
で
す
。

【今月の主な内容】広報

112015(平成27年)
No.1079
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姉
妹
都
市  

大
韓
民
国
・
巨コ
ジ
ェ済
市
公
式
訪
問

交
流
を
深
め
る

八
女
市
か
ら
の
公
式
訪
問
団

が
10
月
２
日
㈮
か
ら
10
月
４
日

㈰
ま
で
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
大

韓
民
国
・
巨
済
市
を
訪
れ
ま
し

た
。巨

済
市
か
ら
「
第
21
回
巨
済

市
民
の
日
記
念
行
事
」
へ
の
案

内
が
あ
り
、
姉
妹
都
市
締
結
後

と
し
て
は
平
成
25
年
10
月
以
来

２
回
目
の
公
式
訪
問
と
な
り
ま

し
た
。

三
田
村
市
長
、
川
口
市
議
会

議
長
を
は
じ
め
、
議
会
、
教
育

委
員
会
、
行
政
区
長
会
、
農
協・

商
工
関
係
青
年
部
な
ど
、
各
地

域
で
活
動
し
て
い
る
団
体
の
リ

ー
ダ
ー
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

一
行
は
、
巨
済
市
役
所
に
到

着
後
、
歓
迎
式
に
出
席
し
、
巨

済
市
紹
介
の
ビ
デ
オ
を
視
聴
し

た
あ
と
、
市
政
運
営
、
ス
ポ
ー

ツ
交
流
等
の
話
題
で
意
見
交
換
、

懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

夕
方
か
ら
は
、
巨
済
総
合
ス

タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た
市
民
の

日
記
念
行
事
に
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
来
賓
と
し
て
約
５

０
０
０
人
の
観
客
の
前
で
三
田

村
市
長
が
あ
い
さ
つ
し
、「
姉

妹
都
市
締
結
に
基
づ
く
友
好
交

流
も
３
年
が
経
過
し
、
た
く
さ

ん
の
心
温
ま
る
交
流
が
育
ま
れ

て
い
ま
す
。
今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
、

文
化
な
ど
多
分
野
で
末
永
い
友

好
交
流
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

翌
日
か
ら
は
、
市
内
各
施
設

や
観
光
地
を
視
察
し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
愛
光
園
で
は
、

重
度
心
身
障
害
者
で
あ
る
施
設

利
用
者
の
皆
さ
ん
の
ダ
ン
ス
や

ハ
ン
ド
ベ
ル
の
出
し
物
で
歓
迎
を

受
け
、
創
設
者
で
あ
る
金
氏
ら

と
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

造
船
海
洋
文
化
館
で
は
、
巨

済
市
の
主
要
産
業
で
あ
る
造
船

業
の
歴
史
、
海
洋
文
化
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
観

光
地
で
あ
る
山
芳
山
秘
園
や
外

島
、
海
金
剛
を
視
察
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
「
実
際

に
巨
済
の
文
化
・
風
土
に
出
会

い
、
歓
迎
し
て
く
だ
さ
る
温
か
い

人
柄
に
触
れ
、
よ
り
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」「
今

後
、
産
業
面
等
で
も
情
報
交
換

を
行
い
、
お
互
い
の
ま
ち
づ
く
り

に
生
か
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

  6

  2

  5

韓国で2番目に大きい島である巨済市。海を背景にした美しい場所など
自然豊かな観光地があります。①ドラマ「冬のソナタ」ロケ地にもなっ
た観光地の外島（ウェド）ボタニア②自然景観が美しく名勝に指定されて
いる海金剛（ヘグムガン）③美しい野生花や珍しい植物が群生する山
芳山秘園（サンバンサンビウォン）

巨済市役所での歓迎式後に巨済市の関係者と記念撮影③

②

1巨済市役所での歓迎式2記念行
事式典で来賓あいさつする三田村市
長3巨済総合スタジアムでの各種団
体のパレード4愛光園施設利用者に
よるハンドベル演奏で歓迎を受ける
5福祉について意見交換を行う6船
の形をした造船海洋文化館

①

３

  1

  4

①



広報やめ　2015.11.13

⃝

日
時
＝
11
月
29
日
㈰
９
時
30
分
～
受
付
、

10
時
開
会
式
、
10
時
30
分
ス
タ
ー
ト

⃝

場
所
＝
山
の
井
公
園
（
八
女
市
山
内
）

⃝

参
加
費
＝
千
円
（
子
ど
も
同
額
。
未
就

学
児
無
料
）
※
当
日
受
付
時
に
支
払
い

⃝

参
加
記
念
品
＝
オ
ル
レ
缶
バ
ッ
ジ
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
バ
ン
ダ
ナ
、
オ
ル
レ
ク
ッ
キ
ー
、

八
女
茶
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

⃝

定
員
＝
１
５
０
人
（
先
着
順
）

⃝

申
込
締
切
＝
11
月
20
日
㈮

⃝

主
な
イ
ベ
ン
ト
＝
太
鼓
演
奏
、
だ
ご
汁
・

八
女
茶
・
ラ
ム
ネ
の
ふ
る
ま
い
、
八
女
の

物
産
展

⃝

駐
車
場
＝
川
崎
小
学
校

※
な
る
べ
く
乗
り
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場

く
だ
さ
い
。
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
地
点
の
岩
戸
山

歴
史
文
化
交
流
館
に
は
当
日
駐
車
で
き
ま

せ
ん
の
で
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
地
点
か
ら
ス
タ
ー
ト
地
点
ま
で
の

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
準
備
し
ま
す
。

⃝

申
込
方
法
＝
フ
ァ
ク
ス
か
メ
ー
ル

P
２
２・
７
３
１
１
Qsyokokanko@

city.yam
e.jg.jp

（
申
込
用
紙
は
八
女
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

く
だ
さ
い
）

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
商
工
観
光
課
観

光
振
興
係
（
☎
２
３・１
１
９
２
）

九
州
オ
ル
レ

フ
ェ
ア

2015 秋

　

11
月
９
日
か
ら
11
月
15
日
ま
で
、

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
秋
に
な
り
、
朝
夕
の
冷
え

込
み
も
一
層
増
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
季
節
、
空
気
が
乾
燥
し
、
火

災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
ま

す
。
火
の
元
、
火
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

11
月
17
日
か
ら
八
女
市
お
よ
び
広

川
町
の
１
１
９
番
通
報
は
、
久
留
米

市
の
筑
後
地
域
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

で
受
け
付
け
ら
れ
ま
す
。
１
１
９
番

通
報
を
す
る
と
き
に
は
、
必
ず
災
害

発
生
場
所
の
「
市
町
村
名
」
か
ら
伝

え
て
く
だ
さ
い
。
消
防
車
や
救
急
車

の
出
動
に
関
し
て
は
、
今
ま
で
通
り

八
女
消
防
本
部
管
内
の
消
防
署
ま
た

は
分
署
か
ら
出
動
し
ま
す
。
ま
た
、

10
月
５
日
か
ら
災
害
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
の
登
録
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
登
録
方
法
に
つ
い
て
は
、
八
女

消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

秋季全国火災予防運動
八女消防本部予防課
　　　 ☎ 24-1119

九
州
オ
ル
レ
八
女
コ
ー
ス

を
歩
い
て
み
よ
う
♪

「
オ
ル
レ
」
と
は
、
韓
国
・
済
州
島
の

方
言
で
「
通
り
か
ら
家
に
通
じ
る
狭

い
道
」
と
い
う
意
味
。
韓
国
で
大
人

気
と
な
っ
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
総
称
で
す
。
そ

の
姉
妹
版
と
し
て
「
九
州
オ
ル
レ
」
が
誕
生
し
、
八

女
コ
ー
ス
は
平
成
26
年
12
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
コ
ー
ス
は
、
九
州

内
に
15
コ
ー
ス
あ
り
ま
す
。
福
岡
県

内
は
宗
像
・
大
島
コ
ー
ス
と
八
女
コ
ー

ス
の
２
コ
ー
ス
。
九
州
オ
ル
レ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

も
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、
あ
な
た
も
ぜ
ひ
踏
破
を

目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

山
内
地
区
の
「
山
の
井
公
園
」
を
出

発
し
、
童
男
山
古
墳
や
八
女
中
央

大
茶
園
な
ど
を
通
り
、
岩
戸
山
歴
史

文
化
交
流
館
を
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
と
す
る
全
長
11
㎞
の

コ
ー
ス
で
す
。
自
然
や
歴
史
に
触
れ
、
四
季
折
々
の

景
色
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

オ
ル
レ
コ
ー
ス
マ
ッ
プ
を
掲
載
し
て
い
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
な
が
ら
、
コ
ー
ス
上

に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
リ
ボ
ン
」、「
カ
ン
セ
」、「
矢
印
」

を
目
印
に
歩
こ
う
！
（
※
左
上
写
真
を
参
照
）

九
州
オ
ル
レ
の
ス
タ
ー
ト
・
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
地
点
に
は
、
必
ず
公
共
交
通
機

関
が
あ
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
地
点
か
ら
は
福
島
ま
で
西
鉄
バ
ス
、

福
島
か
ら
ス
タ
ー
ト
地
点
ま
で
は
堀
川
バ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。実

は
ち
ょ
う
ど
11
月
29
日
㈰
に
八
女

コ
ー
ス
オ
ー
プ
ン
の
１
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
詳
細
は
下
記
の

と
お
り
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
ね
！

　

  

オ
ル
レ
っ
て
な
に
？

九
州
オ
ル
レ
っ
て
何
コ
ー
ス
あ
る
の
？

　
　
八
女
コ
ー
ス
っ
て
ど
ん
な
コ
ー
ス
？

　
　
何
を
目
印
に
歩
い
た
ら
い
い
の
？

　
　
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
地
点
か
ら
ス
タ
ー
ト
地

点
ま
で
は
ど
う
や
っ
て
戻
っ
た
ら
い
い
の
？

　
　
歩
い
て
み
た
い
け
ど
一
人
じ
ゃ
心
配
…

       

イ
ベ
ン
ト
と
か
な
い
の
？

八女市のマスコット
キャラクター
みどりちゃん

わ
た
し
が
オ
ル
レ
の

基
本
を
教
え
る
ね
！

Ｑ

1リボン2カンセ3矢
印。青が正方向、赤が逆
方向の矢印です。ちなみ
に青は右、赤は左を指し
ています。

②

  1

  2

  3

  青

  赤

Ｑ

ＱＱＱＱ
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八
女
市
で
は
条
例
に
基
づ
き
、

毎
年
5
月
と
11
月
に
市
の
財
政
状

況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

平
成
26
年
度
の
決
算
の
内
容
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
広
報
紙
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項

目
に
つ
い
て
簡
素
化
し
て
掲
載
し
て

い
ま
す
が
、「
財
政
事
情
」
は
、
企

画
財
政
課
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
企
画
財
政
課
財

政
係
（
☎
２
３
・
１
３
４
６
）

　
平
成
26
年
度
は
、
第
４
次
八
女

市
総
合
計
画
を
始
め
と
す
る
各
種

計
画
に
基
づ
い
て
、
財
源
の
重
点
的

な
配
分
を
行
い
、
少
子
高
齢
化
対

策
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
、
農
林
業
の
振
興
、
観
光
の

振
興
、
過
疎
対
策
や
定
住
促
進
な

ど
の
事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入
で
４
１

８
億
１
１
１
６
万
円
、
歳
出
で
３
９

３
億
４
２
０
７
万
円
、
差
引
き
24

億
６
９
０
９
万
円
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
た
事

業
に
あ
て
る
財
源
18
億
６
８
６
１

万
円
を
差
引
き
、
実
質
収
支
で
6

億
48
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
内
か
ら
1
億
円
を
財
政

◉
決
算
の
状
況

◦平成26年度歳出　393億4,207万円

農林水産業費
21億4,099万円
           （5.4％）

教育費
27億1,095万円
           （6.9％）

公債費
39億2,517万円
           （10.0％）

土木費
24億9,371万円
        （6.3％）

衛生費
24億5,911万円
　    （6.3％）

商工費
11億2，707万円
　  　  （2.9％）

消防費
10億7，169万円
　  　  （2.7％）

その他
4億233万円
         （1.0％）

●その他の内訳
議会費　　  3億1,608万円
労働費　　　    8,625万円

市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す
。
今
回
は
「
平
成
26
年
度
決
算
状
況
」に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成26年度

決算状況

◉
企
画
財
政
課
財
政
係
（
☎
２
３・１
３
４
６
）

グ
ラ
フ
❷

グ
ラ
フ
❶

自主財源

依存財源

◦平成26年度歳入　418億1,116万円

諸収入
6億7,960万円
　　　 （1.6％）

その他
49億5,652万円
　　　 （11.8％）

市債
24億9,882万円
          （6.0％）

その他
13億9,132万円
            （3.4％）

294億2,809万円
          （70.5％）

123億
8,307万円
      （29.5％）

  国県支出金
  111億3,822万円
　  　  （26.7％）

          地方交付税
　　 　　　　143億9,973万円
　　　　　 　　  （34.4％）

  市税
　67億4,695万円
　　　　 （16.1％）

 

　災害復旧費
  50億9,674万円
       　   （13.0％）

　
　総務費
   63億4,336万円
           （16.1％）

　　民生費
　　115億7,095万円　　
　　　　 （29.4％）

自主財源

依存財源

294億2,809万円
          （70.5％）

123億
8,307万円
      （29.5％）



広報やめ　2015.11.15

調
整
基
金
に
積
み
立
て
、
残
り
の

黒
字
額
5
億
48
万
円
を
平
成
27
年

度
の
財
源
に
充
当
し
ま
し
た
。

　
歳
入
の
内
訳
の
主
な
も
の
を
み

る
と
、
皆
さ
ん
の
納
め
た
市
税
が
、

歳
入
全
体
の
16
・
1
％
に
あ
た
る

67
億
４
６
９
５
万
円
、
地
方
交
付

税
は
、
34
・
4
％
に
あ
た
る
１
４

３
億
９
９
７
３
万
円
、
国
県
支
出

金
は
、
26
・
7
％
に
あ
た
る
１
１

１
億
３
８
２
２
万
円
で
、
自
主
財

源
が
29
・
5
％
、
依
存
財
源
が

70
・
5
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
の
内
訳
の
主
な
も
の
を
金

額
の
大
き
い
順
に
目
的
別
に
み
る

と
、
民
生
費
が
最
も
高
く
１
１
５

億
７
０
９
５
万
円
で
全
体
の
29
・

4
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
主
な
事

業
と
し
て
、
自
立
支
援
給
付
事
業

15
億
１
８
７
万
円
、
子
育
て
支
援

総
合
施
設
整
備
事
業
5
億
１
０

３
３
万
円
等
で
す
。
続
い
て
、
総

務
費
が
16
・
1
％
に
あ
た
る
63
億

４
３
３
６
万
円
、
災
害
復
旧
費
が

13
・
0
％
に
あ
た
る
50
億
９
６
７

４
万
円
で
、
九
州
北
部
豪
雨
災
害

に
よ
る
復
旧
工
事
費
が
主
な
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
9
月
議
会
に
お
い
て
、
平
成
26

年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断

比
率
お
よ
び
資
金
不
足
比
率
の
報

告
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成

26
年
度
の
決
算
状
況
を
法
に
基
づ

き
全
国
統
一
の
指
標
と
し
て
計
算
し

た
も
の
で
、基
準
を
超
え
た
場
合
は
、

財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、
計

画
的
に
健
全
化
に
向
け
て
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
八
女

市
は
、
国
が
示
し
て
い
る
基
準
を
下

回
っ
て
お
り
、
地
方
公
営
企
業
の
資

金
不
足
も
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。

⃝

実
質
赤
字
比
率
「
－
」
に
つ
い
て

は
、
普
通
会
計
（
一
般
会
計
・
住

宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
費
特
別

会
計
・
矢
部
診
療
所
特
別
会
計
）

に
お
い
て
黒
字
で
あ
る
こ
と
を
意
味

し
て
い
ま
す
。

⃝

連
結
実
質
赤
字
比
率
「
－
」
に

つ
い
て
は
、
普
通
会
計
に
そ
の
他
の

特
別
会
計
を
含
め
た
数
値
が
黒
字

で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

⃝

実
質
公
債
費
比
率
は
、
そ
の
年
度

の
標
準
財
政
規
模
に
対
し
て
起
債

（
借
金
）
の
返
済
額
（
公
営
企
業
分

や
一
部
事
務
組
合
の
起
債
を
含
む
）

の
割
合
を
出
し
た
も
の
で
す
。

⃝

将
来
負
担
比
率
「
－
」
に
つ
い
て

は
、
負
債
に
充
て
る
た
め
の
財
源

が
負
債
額
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

◉
健
全
化
判
断
比
率　

会　計　名 歳　入 歳　出 差　引

国民健康保険事業費 98億6,610万円 99億6,978万円 △1億368万円

簡易水道事業費 2億4,559万円  2億343万円 　　 4,216万円

住宅新築資金等貸付事業費 1,706万円  1億3,044万円 △1億1,338万円

下水道事業 13億1,010万円 12億9,335万円 1,675万円

介護保険事業費 67億8,812万円 66億6,790万円 　1億2,022万円

後期高齢者医療  9億8,460万円  9億6,550万円   　1,910万円

農業集落排水事業 　　8,946万円 　　8,683万円 263万円

矢部診療所 6,997万円 5,855万円 1,142万円

黒木町串毛財産区 147万円 8万円 139万円

黒木町木屋財産区 1,070万円 83万円 987万円

黒木町大淵財産区 1,792万円 490万円 　　 1,302万円

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

八女市 － － 8.6 －

早期健全化基準 12.38 17.38 25.0 350.0 

財政再生基準 20.00 30.00 35.0 

◦平成26年度特別会計決算状況

◦健全化判断比率

※実質赤字額および連結実質赤字額がなく、将来負担比率は算定されないため、数値は
「－」と表示しています。

表
❶

◉
歳
出（
使
っ
た
お
金
）の
内
訳

グ
ラ
フ
❷

◉
歳
入（
入
っ
た
お
金
）の
内
訳

グ
ラ
フ
❶

表
❶

財政用語解説
歳入用語
市 税 皆さんから市に納められるお金

地 方 交
付 税

所得税など国が徴収した税金の
中から、市の財政状況に応じて
交付されるお金

国 県 支
出 金

事業など特定の目的の費用とし
て、国・県から交付されるお金

市 債 大きな事業を行うために、国や
金融機関から借り入れるお金

歳出用語

民 生 費 高齢者・しょうがい者・保育所な
どの福祉全般の事業に使うお金

総 務 費 課税徴収・住民窓口・選挙・統
計などの事務に使うお金

公 債 費 市債の返済のために使うお金

土 木 費 道路・公園整備・住宅管理など
に使うお金

農 林 水
産 業 費 農業・林業等の振興に使うお金

教 育 費
学校運営の費用や、市民会館・
図書館・公民館など教育全般に
使うお金

衛 生 費
健康診断・予防接種・ごみ回収
など、健康で衛生的な生活に使
うお金

消 防 費 消防活動・消防施設の整備など
に使うお金

商 工 費 商工業・観光の振興に使うお金

（単位：％）
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◉ 快適で安全・安心な暮らしを支える都市基盤づくりと
    都市機能の充実
⃝都市圏アクセス環境整備事業 454万円

⃝乗合タクシー運行事業 6,491万円

⃝コミュニティＦＭ放送局運営事業 3,100万円

⃝道路・河川改良事業 4億9,648万円

⃝防災対策事業　※ 1 3,641万円

◉ 人と自然にやさしく、暮らしやすい生活空間づくり

⃝住宅用太陽光発電システム設置推進事業　 1,424万円

⃝住宅改修費補助事業 1,415万円

⃝雇用促進住宅改修事業 9,082万円

⃝飲料水改善事業 721万円

◉ 地場産業・観光の振興と地域資源を活かした
    新産業創出、雇用の確保
⃝八女材普及促進住宅資材助成事業 　※２ 1,995万円

⃝茶のくに観光バス運行事業 362万円

⃝地域間交流施設整備事業 1,301万円

⃝プレミアム商品券助成事業 2,000万円

⃝伝統工芸等継承者育成事業 144万円

◉ 少子・高齢社会に対応し、自分らしく、安心して
　 暮らせるまちづくり
⃝介護予防事業　※3 6,652万円

⃝乳幼児・こども医療対策事業 1億2,445万円

⃝子育て支援総合施設整備事業 　※4 ５億1,033万円

⃝やめっ子夢祝金支給事業　 2,115万円

⃝八女UIターン子ども応援手当事業 384万円

◉ 生きる力の育成と豊かな心を育てるまちづくり

⃝学力向上推進事業 8,412万円

⃝心と体の健康教育推進事業 1,617万円

⃝姉妹・友好都市交流事業 862万円

⃝民俗文化財の保存と継承 920万円

⃝岩戸山歴史文化交流館建設事業　※ 5 4億588万円

⃝芸術文化の振興 593万円

◉ 市民とともに歩み、市民とともに進めるまちづくり
⃝まちづくり協議会の活動支援強化事業 2,438万円

八女材を活用した新築木造住宅32件に対し補
助金（市内の者に50万円、市外からの転居者
においては80万円）を交付しました。市外から
の転居も4件あり、八女材の需要拡大と定住化
促進が図られました。また事業を推進するため
に、設計業者並びに建築施工業者への補助（5
万円）も行い、八女材の需要拡大と木材・木
造住宅関連産業の活性化を図りました。

土砂災害警戒区域などの危険個所や避難所な
どを掲載したハザードマップを全世帯に配付し
避難体制の整備につなげました。また、自主
防災組織の支援のため補助金を交付したほか、
土のう作成材料費の提供や避難所に非常食を
始め備蓄品を計画的に配備したことより、市民
の防災意識の向上と災害への備えが充実しま
した。

防災対策事業1

八女材普及促進住宅資材
助成事業2

平成26年度の主な事業
Ｐｉｃｋ Uｐ！

介護予防事業3
すべての高齢者を対象に行う一次介護予防事
業では、認知症等の介護予防に関する知識の
普及啓発や介護状態に陥らないための筋力ト
レーニング教室を開催しました。また、虚弱
な高齢者を対象とした二次介護予防事業では、
運動器や口腔器の機能向上、栄養改善や認知
症予防等の事業を実施し、要介護（要支援）
状態になることの予防や状態の改善、悪化の
防止を図りました。



平成24年度からの継続事業で、子育て支援センター
と福島保育所の併設施設である「やめっこ未来館」
が完成し、平成26年6月1日にオープンしました。地
域子育てに関するさまざまなサービスを提供し、子
育て中の家庭を支援しています。平成26年度は、周
辺整備事業として駐車場や公園の整備および看板
の設置等を実施し、さらに利用しやすい環境が整い
ました。

子育て支援総合施設
「やめっこ未来館」整備事業4

岩戸山歴史文化交流館
建設事業5

Ｐｉｃｋ Uｐ！

㉔市長 コラム

mayor's column

南朝の里
シンポジウムI N 東京

　
先
日
、
東
京
の
日
本
橋
公
会
堂
で
奈
良
県

吉
野
町
主
催
の
「
南
朝
の
里
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し

て
お
招
き
い
た
だ
き
、作
家
の
井
沢
元
彦
さ
ん
、

如
意
輪
寺
住
職
の
加
島
公
信
師
、
女
優
の
水

夏
希
さ
ん
ら
と
「
南
朝
の
都
『
吉
野
』
と
九

州
の
拠
点
『
八
女
』」
と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
ま
し
た
。
▼
当
日
は

多
く
の
歴
史
フ
ァ
ン
に
来
場
い
た
だ
く
な
か
、

八
女
市
に
お
け
る
南
朝
の
貴
重
な
歴
史
遺
産

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、八
女
茶
や
あ
ま
お
う
、

電
照
菊
等
の
特
産
品
、
伝
統
工
芸
、
観
光
資

源
等
、
東
京
の
地
で
し
っ
か
り
と
八
女
市
の
Ｐ

Ｒ
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
▼
吉

野
町
と
の
友
好
都
市
締
結
か
ら
１
年
が
経
ち

ま
し
た
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
事
業
を

行
い
な
が
ら
、
八
女
市
の
情
報
発
信
を
積
極

的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
▼
六
百
年
以
上
も

の
間
、
奥
八
女
の
地
で
地
域
の
皆
さ
ん
が
そ
れ

ぞ
れ
に
大
切
に
守
り
、
継
承
し
て
こ
ら
れ
た
南

朝
の
歴
史
遺
産
。
こ
れ
ま
で
点
で
存
在
し
て
い

た
も
の
を
線
で
結
び
、
八
女
市
全
体
の
大
切

な
も
の
と
し
て
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と

が
現い

ま在
を
生
き
る
私
た
ち
の
役
割
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
▼
そ
し
て
、
市
民
が
こ
れ
ら
の
歴

史
遺
産
に
誇
り
を
持
て
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
続
け
て
い
く
こ
と
が
、
歴
史
・
文
化
の
香
り

が
息
づ
く
次
の
新
し
い
八
女
市
を
築
く
こ
と
に

な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一般会計市債・基金残高の推移

市債（市の借金）の残高は、借り入れの抑制等により、毎
年度減少し、平成27年度末には280億円となる見込みです。 
基金（市の貯金）の残高は、平成27年度末には208億円と
なる見込みです。

（単位：億円）

注：平成26年度までは決算、平成27年度は見込み

（億円）
400

300

200

100

0
22年度  23年度  24年度  25年度  26年度  27年度

市債残高

基金残高

339
320 311 300 290 280

155
177

199 186
218 208

平成25年度に着工した岩戸山歴史文化交流館（愛
称：いわいの郷）が完成しました。このことにより、
都市との連携軸や史跡・自然などの地域資源の連携
軸を活かしながら、八女の多様な歴史文化の魅力を
広く情報発信し、交流を促進するための拠点を整備
することができました。現在、平成27年11月28
日の開館に向け準備を進めています。
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平
成
26
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
に
伴
う
影
響
に
配
慮
し
、
所
得
の
低
い
皆
様

に
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
27
年
１
月
１
日
八
女

市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
た
人
で
、
平
成
27
年

度
分
の
住
民
税
（
市
町
村
民
税
〈
均
等
割
〉）

が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人
（
生
活
保
護
受
給
者

等
を
除
く
）
で
す
。
受
給
で
き
る
可
能
性
が
あ

る
人
（
世
帯
）
に
は
、
申
請
書
を
郵
送
し
て
い

ま
す
。
申
請
書
が
届
い
た
人
は
、
早
め
に
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。
※
申
請
さ
れ
て
も
審
査
の

結
果
、
対
象
外
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
広
報
や
め
８
月
15
日
号
、
八
女
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
申
請
期
限
＝

▼
郵
送
の
場
合 

12
月
31
日
㈭
（
消
印
有
効
）

▼
窓
口
受
付
の
場
合 

12
月
28
日
㈪

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
臨
時
給
付
金
担
当

（
☎
２
４・８
０
９
１
／
２
４・８
０
９
２
）

臨時福祉給付金の申請はお済みですか？
郵送は12/31㈭※消印有効まで

「恋愛」　応援セミナー
♥日時＝11月21日㈯ 14 時～ 16 時　
♥場所＝サンコア（筑後市中央公民館）第５講習室  ♥内容＝「気になる
相手がいても上手にアプローチできない」「自信を持ってコミュニケーショ
ンができない」という人に実践心理学を応用したコミュニケーション法を
ワークショップとともに学びます。♥講師＝林田美紀（NLPトレーナー）実
践心理学に基づき、幅広い業種の人材育成においてコミュニケーションス
キルを伝授。米国NLP（実践心理学）協会認定 NLPトレーナー。

「結婚」　応援セミナー
♥日時＝11月17 日㈫ 19 時～ 21時　
♥場所＝おりなす八女第３研修室  ♥内容＝結婚や婚活に興味があって
も、いざスタート！となると何から始めていいか分からない。初めの一歩
を踏み出すため、現役プランナーから出会い、結婚のいろんなケースを
学びます。♥講師＝福島貴子（ブライダルプランナー）ウエディングプ
ランの企画、立案、演出等を行なう傍ら、セミナーや講義を多数担当する。

「出産・子育て」　応援セミナー
♥日時＝11月 28 日㈯ 14 時～ 16 時　
♥場所＝サンコア（筑後市中央公民館）第 5 講習室  ♥内容＝将来の妊娠・
出産・子育てについて「子育てのポイント」「子どもたちの魅力」などを知っ
てもらい、子ども・パートナー・保護者等とのコミュニケーションについ
て学びます。♥講師＝湯地知美（チャイルドマインダー）海外でのベビー
シッターを経て、帰国後訪問託児を始める。救急救護法、ベビーマッサー
ジ等ハートフルコミュニケーションの講師として活躍。

「将来設計」　応援セミナー
♥日時＝11月 26 日㈭ 19 時～ 21時　
♥場所＝おりなす八女交流室 B  ♥内容＝将来に対する漠然とした不安を
抱えている人や仕事と家庭に不安を感じている人へ、ジェンダーの縛りや
様々な視点・生き方について知ってもらい、前向きな将来設計を後押しし
ます。♥講師＝長谷川伸子（キャリアカウンセラー）仕事と暮らし研究所
代表。県内の大学で「ジェンダー論」の講義を行うほか、ジェンダーとキャ
リアに関連する分野で幅広く講演やカウンセリングを行なう。

主に 20 代～ 30 代の独身男女を対象に、
恋愛から子育てまでのライフプランの形成
をサポートする「ライフデザインセミナー」
を開催します。「恋愛」「結婚」「出産・子育て」

「将来設計」の４つの分野を専門家による講
演を通して楽しく学び、皆様の結婚、出産・
子育てをバックアップします。

♥
対
象
＝
お
お
む
ね
20
代
か
ら
30
代
の
独
身
男
女

♥
定
員
＝
各
セ
ミ
ナ
ー
30
人
程
度

♥
申
込
＝
八
女
市
役
所
総
合
案
内
、
地
域
づ
く
り
・
文

化
振
興
課
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、

11
月
13
日
㈮
ま
で
に
左
記
申
込
先
に
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
、
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
八
女
市
Ｈ

Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

♥
主
催
＝
福
岡
県
、
八
女
・
筑
後
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
（
八
女
市
・
筑
後
市
・
広
川
町
）

♥
申
込
＝
筑
後
市
役
所 

企
画
財
政
課
（
〒833-8601

筑
後
市
大
字
山
の
井
８
９
８
番
地
）
☎
０
９
４
２
・
５

３
・
４
２
４
５
／
P
０
９
４
２
・
５
２
・
５
９
２
８　

q 

kikaku-z104@
city.chikugo.lg.jp　
※
八
女
市
地
域
づ
く

り
・
文
化
振
興
課
、
広
川
町
協
働
推
進
課
で
も
受
付
け
ま
す
。

婚セミ
ナ
ー

福
岡
県
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー

活

◦市・県・国などが ATM( 銀行・コンビニな
どの現金自動預け払い機 ) の操作をお願いす
ることは、絶対にありません。
◦ATM を自分で操作して、他人からお金を
振り込んでもらうことは絶対にありません。
◦臨時福祉給付金のために手数料などの振込
を求めることは絶対にありません。
◦ご自宅や職場などに市・県・国などをかたっ
た不審な電話がかってきたり、郵便物が届い
たりしたら、迷わず八女市臨時給付金担当や
最寄りの警察署にご連絡ください。

窓口受付は12/28㈪「振り込め詐欺」や「個人情
報の詐取」などに注意！！

参
加
無
料
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市
民
が
市
内
の
施
工
業
者
に
よ
っ
て
、

現
在
お
住
ま
い
の
住
宅
を
改
修
さ
れ
る

場
合
、そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

⬅ 

資
格
＝
申
込
現
在
で
市
内
に
住
民
登

録
さ
れ
て
い
る
人 

※
補
助
の
対
象
と
な

る
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
世
帯
主
、
過
去
に
同
一
世
帯
を
含

め
同
補
助
金
を
利
用
し
て
い
な
い
人
な
ど
の
諸
条
件
が
あ

り
ま
す
。

⬅ 

補
助
対
象
住
宅
＝
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
が
市
内
に
所

有
す
る
、
専
用
住
宅
・
併
用
住
宅
の
住
居
部
分
、
集
合
住

宅
の
専
用
部
分

⬅ 

補
助
対
象
工
事
＝
市
内
の
施
工
業
者
が
行
う
、
工
事
費

が
10
万
円
以
上
（
消
費
税
別
）
の
も
の
で
、
申
し
込
み
の

年
度
内
（
３
月
末
）
に
終
わ
る
改
修
工
事
※
補
助
の
交
付

決
定
前
に
着
工
し
て
い
る
も
の
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

⬅ 

補
助
金
額
＝
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用
（
消
費
税
別
）
の

一
割
に
相
当
す
る
金
額
（
上
限
10
万
円
で
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

⬅ 

改
修
工
事
の
例
＝
屋
根
、
天
井
、
外
壁
、
内
壁
、
床
の

改
修
、
防
音
、
間
取
り
の
変
更
工
事
、
浴
室
、
台
所
、
ト

イ
レ
な
ど
の
水
回
り
改
修
、
耐
震
工
事
な
ど
の
居
住
部
分

の
み
の
改
修

※
次
の
よ
う
な
工
事
は
、
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◦
外
構
設
備
（
門
、
車
庫
、
カ
ー
ポ
ー
ト
、
塀
、
柵
、
垣

根
等
の
構
造
物
、
植
栽
な
ど
）
の
改
修
工
事

◦
家
具
や
電
気
製
品
の
購
入
に
よ
る
付
帯
工
事
な
ど

◦
年
度
を
ま
た
い
で
の
改
修
工
事

⬅ 

受
付
期
間
＝
受
付
中 

※
補
助
金
額
が
予
算
枠
を
超
え

る
場
合
は
、
そ
の
時
点
で
受
付
を
締
め
切
り
ま
す
。

　

市
内
に
存
在
す
る

木
造
戸
建
て
住
宅
を

市
内
の
施
工
業
者
に

よ
っ
て
、
住
宅
を
耐
震

改
修
さ
れ
る
場
合
、
そ

の
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

⬅ 

資
格
＝
申
込
現
在
で
市
内
に
あ
る
住
宅
の

所
有
者
、
ま
た
は
居
住
し
て
い
る
人
（
居
住
予

定
者
も
含
む
）
な
ど
の
諸
条
件
が
あ
り
ま
す
。

⬅ 

補
助
対
象
住
宅
＝
市
内
に
あ
る
木
造
住
宅

で
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
ま
た
は
工

事
に
着
手
し
た
も
の
等

⬅ 

補
助
対
象
工
事
＝
市
内
の
施
工
業
者
が
行

う
補
助
対
象
住
宅
が
、
耐
震
診
断
の
結
果
、
建

物
の
上
部
構
造
評
点
が
１
未
満
で
あ
る
木
造
戸

建
て
住
宅
を
１
以
上
に
な
る
よ
う
補
強
す
る
工

事
で
、
申
込
み
の
年
度
内
（
２
月
末
）
に
終
わ

る
耐
震
改
修
工
事 

※
補
助
の
交
付
決
定
前
に

着
工
し
て
い
る
も
の
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

⬅ 
補
助
金
額
＝
耐
震
改
修
工
事
に
要
し
た
費

用（
消
費
税
別
）の
４
割
に
相
当
す
る
金
額（
上

限
60
万
円
で
、
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

⬅ 

耐
震
改
修
工
事
の
例
＝
筋
交
い
金
具
等
に

よ
る
補
強
。
耐
震
壁
の
増
設
、
基
礎
の
増
設
等

⬅ 

受
付
期
間
＝
受
付
中

※
補
助
金
額
が
予
算
枠
を
超
え
る
場
合
は
、
そ

の
時
点
で
受
付
を
締
め
切
り
ま
す
。

　

八
女
市
で
は
、
市
内
で
新
規
創
業

を
予
定
さ
れ
て
い
る
人
を
対
象
に
表

題
の
新
た
な
補
助
制
度
を
創
設
し
、

八
女
市
商
工
会
お
よ
び
八
女
商
工
会

議
所
と
連
携
し
て
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
補
助
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
市
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
商
工
観
光
課
商

工
振
興
・
企
業
誘
致
推
進
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
こ
の
補
助
制

度
を
活
用
す
る
場
合
は
、
左
記
の
創

業
塾
を
受
講
い
た
だ
く
こ
と
が
申
請

要
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
中

に
創
業
し
な
く
て
も
創
業
塾
を
事
前

に
受
講
い
た
だ
く
こ
と
で
、
次
年
度

の
創
業
時
期
に
関
し
て
選
択
肢
が
広

が
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
受
講
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
商
工
観
光
課
商
工

振
興
・
企
業
誘
致
推
進
係
（
☎
２
３
・

１
５
９
６
）

　

創
業
に
お
け
る
知
識
習
得
や
新
規

開
業
時
の
具
体
的
な
事
業
計
画
・
資

金
計
画
の
立
て
方
、
実
践
的
な
経
営

な
ど
、
必
要
な
知
識
を
身
に
つ
け
る

た
め
に
開
催
す
る
短
期
集
中
型
の
セ

ミ
ナ
ー
で
す
。

◦
開
催
日
時
＝
11
月
21
日
㈯
10
時

～
17
時
、
22
日
㈰
９
時
30
分
～
17

時
※
２
日
間
と
も
受
講
く
だ
さ
い
。

◦
場
所
＝
黒
木
支
所
第
３
会
議
室

（
八
女
市
黒
木
町
今
１
３
１
４
‐
１
）

◦
講
師
＝
中
小
企
業
診
断
士
、
日
本

政
策
金
融
公
庫
、
八
女
市
、
八
女
市

商
工
会
、
八
女
商
工
会
議
所

◦
受
講
料
＝
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

◦
定
員
＝
30
人
程
度

◦
申
込
締
切
＝
11
月
16
日
㈪

◦
対
象
者
＝
新
規
創
業
を
計
画
中
の

人
で
代
表
者
に
な
る
人
、
創
業
１
年

未
満
の
人
で
代
表
者
の
人
※
法
人
の

場
合
は
、
代
表
取
締
役
の
人

◦
持
参
品
＝
筆
記
用
具
・
計
算
機
・

パ
ソ
コ
ン

◦
受
講
特
典
＝
①
２
日
間
受
講
さ
れ

た
人
に
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

②
２
日
間
受
講
さ
れ
た
人
で
市
が
定

め
る
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
新

規
創
業
補
助
金
等
の
申
請
資
格
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
八
女
市
商
工
会
、
八
女
商
工
会
議

所
に
よ
る
創
業
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
▽
八
女
市

商
工
会
（
☎
４
２
・
０
１
５
３
）

▽
八
女
商
工
会
議
所
（
☎
２
２
・
５

１
６
１
）

▼
都
市
計
画
課 

住
宅
係
（
２
３・２
５
７
７
）

▼
黒
木
支
所
建
設
課
（
４
２・１
１
１
７
）

▼
立
花
支
所
建
設
課
（
２
３・４
９
３
０
）

▼
上
陽
支
所
建
設
経
済
課
（
５
４・２
２
１
９
）

▼
矢
部
支
所
建
設
経
済
課
（
４
７・３
１
１
１
）

▼
星
野
支
所
建
設
経
済
課
（
５
２・３
１
１
４
）

住
宅
に

関
す
る
補
助
事
業

「
八
女
市
新
規
創
業
補
助
金
」

の
申
請
や
新
規
創
業
資
金
等
の

借
り
入
れ
予
定
の
皆
様
へ

創
業
塾
受
講
生

募
集
！

申込・問い合わせ

木
造
戸
建
て

住
宅 

耐
震
改
修
事

業
補
助
金

住
宅
改
修

事
業 

補
助

金
制
度

新たな補助
制度を活用
ください
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生徒　恵 ･･･ いじめを受ける、僕 ( 主人公 )･･･ いじめ
を見ている、洋子 ･･･いじめはおかしいと提起する
直人 ･･･ 恵をいじめる、道子 ･･･ 恵に寄り添う、
複数の男子 ･･･ 周りであおり立てる
になると思います。

なぜなぜ人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして －■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

中川　いじめには、いじめられる子といじめる子だけ
ではなく、学級の多くの子どもたちがさまざまな立場
で関わっている事が確認できましたね。この登場人
物の立場を、いくつかのグループに分けることができ
ないかな？
生徒①　いじめを受ける子、いじめをする子、いじめ
に関わっていない子の３つのグループに分けられます。
生徒②　いじめを受ける子、いじめをする子、いじ
めを見ている子、いじめをなくそうとする子の４つの
グループにも分けられます。
中川　この登場人物を、もっと大きな２つの立場に分
けるとすると、どんな立場で分けることができるかな？
生徒③　恵・洋子・道子〔いじめられる人と、その
味方をするグループ〕と 僕 ( 主人公 )・直人・複数
の男子〔いじめをしたり、それをはやしたてたり、見
ているグループ〕に分けられると思います。
中川　そうだね。いじめを立場で分けると「いじめを
許さない立場」と「いじめを許す立場」に分けること
ができるね。恵・洋子・道子は「いじめを許さない立場」
で、僕・直人・あおりたてる男子が「いじめを許す立場」
になるね。主人公の僕は、何もしていないけど、何も
言わないなら「いじめを許す立場」と一緒だよね。

先生のこの日の授業の意図は、いじめには「いじめ
を許さない立場」と「いじめを許す立場」の２つし
かないことに気づかせることにありました。

　さらに先生は続けます。

中川　この学級では、いじめが問題となり帰りの会
で話し合いが持たれます。この話し合いの最後に主
人公の僕が思い切って発言をします。自分が僕だっ
たら、何と発言したか考えてみましょう。
生徒④　直人が怖くていじめを止められなかった。
いじめを止めようとしたら自分もいじめられると思っ
たから。
中川　自分と主人公を重ねて、よく考えることができ
たね。実は、これは、ある市で本当にあったお話です。
その中で主人公の僕が言った言葉は、今、発表して
くれたものと同じでした。この学年が終わる頃、直人
は「少し優しい気持ちが戻ってきた」と作文に書い
ています。

　以上のように先生
がまとめられ50分の
授業が終わりました。
矢部中学校の授業を
通して、日々の授業や
細かな対応の積み重
ねが、自分や相手を大
事にする仲間づくりと
人権意識を子どもた
ちの心に根付かせるのではないかと感じました。

中川　これは、今日の学
習で使う資料です。この
話には、どのような人た
ちが登場しますか？この
話を「いじめ問題」とし
て考えると、登場人物は、
それぞれどのような立場
になりますか？

何
も
言
わ
な
い
な
ら

「
い
じ
め
を
許
す
立
場
」
と
一
緒
だ
よ
ね
。

いじめ０
ゼロ

の授業
近年、いじめは大きな社会問題となり、いじめが原因で
不登校や自殺に追い込まれるという痛ましい事件が起き
ています。それらを防ぐためには学校での仲間づくりが
重要です。今回は、矢部中学校で行われた「いじめ問題」
についての授業を紹介します

９月18日５時間目、２年生の担任である中川先生の「い
じめ問題を考える」授業が行われました。「八女市人権学
習指導資料」の中にある「今、言わなければ」という実
話を基にした授業です。　※以下、中川先生・生徒
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☀
申
請
方
法

　

通
知
カ
ー
ド
が
届
い
た
ら
、
同
封

さ
れ
て
い
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付

申
請
書
に
署
名
、
ま
た
は
記
名
・
押

印
し
て
顔
写
真
を
貼
っ
て
、
同
封
の

返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

に
よ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
請
も
で
き
ま
す
。

※
通
知
カ
ー
ド
は
11
月
中
旬
か
ら
下

旬
に
か
け
て
、
世
帯
単
位
の
簡
易
書

留
で
お
届
け
し
ま
す
。

☀
交
付
の
通
知

　

平
成
28
年
１
月
以
降
、
交
付
準

備
が
整
い
し
だ
い
、
申
請
者
へ
交
付

通
知
書
（
は
が
き
）
を
送
付
し
ま
す
。

交
付
の
案
内
ま
で
期
間
を
要
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

☀
交
付
に
必
要
な
も
の

　

交
付
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
本

庁
ま
た
は
支
所
の
窓
口
に
、
運
転
免

許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
と
、
通

知
カ
ー
ド
・
交
付
通
知
書
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
人
は
、
回
収
い
た
し

ま
す
の
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

☀
交
付
方
法

　

本
人
確
認
の
う
え
暗
証
番
号
を
設

定
し
た
後
に
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を

交
付
し
ま
す
。
暗
証
番
号
は
「
数
字

４
桁
」
と
「
英
数
字
６
文
字
以
上
16

文
字
以
下
」
の
２
種
類
が
必
要
で
す

の
で
事
前
に
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
代
理
人
に
交
付
す
る
場
合
な
ど
、

詳
し
く
は
本
庁
市
民
課
市
民
係
（
☎

２
３
・
１
１
１
５
）
お
よ
び
各
支
所

市
民
生
活
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
問
い
合
わ
せ
＝
個
人
番
号
カ
ー
ド

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
７
０
・

７
８
３
・
５
７
８
）

☀
平
成
28
年
１
月
以
降
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
の
新
規
発
行
は
行
い

ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ま
で
発
行
さ
れ
た
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
は
有
効
期
間
内
で
あ
れ

ば
引
き
続
き
使
用
で
き
ま
す
が
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
と
両
方
を
所
持
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
る
際
に

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
回
収
し
ま

す
。
ま
た
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

を
利
用
し
た
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ

ス
の
電
子
証
明
書
も
、
平
成
28
年
１

月
以
降
新
規
発
行
や
更
新
手
続
き

が
で
き
な
く
な
り
、
電
子
証
明
書
を

標
準
的
に
搭
載
し
た
個
人
番
号
カ
ー

ド
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申

請
を
行
っ
た
場
合
に
、
カ
ー
ド
作
成

に
時
間
を
要
す
る
な
ど
、
場
合
に

よ
っ
て
は
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
の
確
定
申

告
を
行
う
期
間
に
交
付
が
受
け
ら
れ

な
い
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
現
行
の
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
に
搭
載
さ
れ
る
電
子
証
明

書
の
使
用
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
有

効
期
限
が
失
効
す
る
前
、
平
成
27

年
12
月
22
日
ま
で
に
更
新
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
更
新
後
、
電

子
証
明
書
の
有
効
期
限
３
年
以
内
は

使
用
で
き
ま
す
が
、有
効
期
限
後
は
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
に
切
り
替
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

便利な個人番号カード
を無料で交付します。

マイナンバー

11
月
に
送
付
さ
れ
る
通
知
カ
ー
ド
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
を
お

知
ら
せ
す
る
紙
製
の
カ
ー
ド
で
、
本
人
確
認
が
で
き
る
公
的
な
身
分
証
明
書

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
平
成
28
年
１
月
か
ら
希
望
者
に
交
付
さ
れ
る
個
人
番
号

カ
ー
ド
は
顔
写
真
付
き
の
カ
ー
ド
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
と
本
人
確
認

が
で
き
る
公
的
な
身
分
証
明
書
の
機
能
が
つ
い
て
、
大
変
便
利
で
す
。
初
回

の
交
付
手
数
料
は
無
料
で
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

   
教
え
て
！

マ
イ
ナ 

ち
ゃ
ん
！

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、

ど
う
や
っ
て
申
請
す
る
の
？

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
公
的

個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
）
は
ど
う

な
る
の
？

期　間 対象地区 受付場所・時間
12/8 ㈫ 光友 立花支所

市 民 生活 福
祉課
9 時～ 16 時

12/9 ㈬ 辺春
12/10 ㈭ 北山
12/11㈮ 白木

期　間 対象地区 受付場所・時間
12/7 ㈪・8 ㈫ 黒木 黒木支所

市 民 生活 福
祉課

9 時～ 16 時

12/9 ㈬・10 ㈭ 豊岡
12/14 ㈪・15 ㈫ 串毛・木屋
12/16 ㈬・17 ㈭ 笠原・大淵

期間・時間 受付場所
12/3 ㈭～ 4 ㈮
　9 時～ 16 時 八女市役所

103 会議室12/7 ㈪～ 11㈮
　9 時～ 16 時

個人番号カードの申請手続きを知りたいときは
申請を希望される人の相談受付を下記のとおり行います。

※上記の期間にかかわらず、また他の支所市民生活福祉課でも相談に応じていますので、お問い合わせください。

立花支所   ☎ 23・4932黒木支所  ☎ 42・1113本庁 市民課 ☎ 23・1115

【持参するもの】通知カード（同封の書類
一式）、印鑑、写真 1枚（4.5㎝× 3.5㎝）

マイナ
ちゃん
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考古学や文献からひもとく岩戸山古墳②
岩戸山歴史文化交流館オープンを記念し、3 回シリーズでおおくりします

11/28㈯
オープン！

（一般利用は29日から）
岩戸山歴史
文化交流館

石
人
・
石
馬
の
歴
史
的
意
義

　
久
留
米
市
と
八
女
市
を
分
け
て
東
西
に
走

る
八
女
丘
陵
は
、
近
世
に
さ
か
の
ぼ
り
「
人ひ
と

形が
た

原ば
る

」
の
俗
称
が
あ
る
。
そ
の
中
央
付
近
を

貫
通
す
る
国
道
の
西
に
岩
戸
山
古
墳
、
東
に

乗の
り

場ば

古
墳
が
あ
り
、
丘
陵
の
西
端
近
く
に
石せ
き

人じ
ん

山さ
ん

古
墳
が
あ
る
。
阿あ

そ蘇
溶よ
う
け
つ結

凝ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

灰
岩
で
作

ら
れ
た
等
身
大
の
武
装
石
人
が
墳
丘
上
や
そ

の
周
辺
に
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
た
俗

称
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
筑
紫
君
磐
井
の
墓
と

伝
え
ら
れ
る
岩
戸
山
古
墳
に
は
、
百
余
を
超

え
る
石
製
表
飾
物
が
集
中
し
て
い
た
こ
と
が
八

世
紀
代
の
『
筑
後
国
風
土
記
』（
逸
文
）
に
も

記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
墳
丘
上
に
は
「
石
人

石
盾
各
六
十
枚
」
を
立
て
巡
ら
し
、
東
西
の

「
別べ
っ
く区

」
に
は
裁
判
の
光
景
を
再
現
し
た
か
の

よ
う
な
石
人
・
地
に
伏
す
裸
形
石
人
・
盗
物

に
あ
た
る
石
猪
四
頭
の
ほ
か
、「
石
馬
三
疋
・

石
殿
三
間
・
石
蔵
二
間
」
が
配
さ
れ
て
い
た
と

い
う
。
ま
た
、
官
軍
に
追
捕
さ
れ
た
磐
井
は
、

豊
前
国
の
山
中
に
逃
れ
た
。
官
軍
の
怒
り
お

さ
ま
ら
ず
、
石
人
の
手
を
撃
ち
折
り
、
石
馬

の
頭
を
打
ち
落
と
し
た
と
い
う
。

　
近
代
１
９
０
０
年
前
後
か
ら
、
東
京
人
類

学
会
の
人
々
に
よ
る
現
地
踏
査
や
石
製
品
の

新
発
見
が
中
央
学
会
誌
上
に
紹
介
さ
れ
、
石

人
山
古
墳
や
岩
戸
山
古
墳
発
見
の
石
人
・
石

馬
・
石
盾た
て

な
ど
四
十
余
個
が
あ
げ
ら
れ
た
。

あ
わ
せ
て
こ
れ
ら
石
製
品
や
埴
輪
が
中
国
陵

墓
の
石
人
石
獣
・
土
偶
に
起
源
す
る
と
い
う

両
者
の
関
係
論
ま
で
提
起
さ
れ
て
き
た
。
か

く
し
て
中
央
学
会
の
考
古
学
者
た
ち
の
調
査

も
始
ま
り
、「
筑
後
の
石
人
」
の
名
称
で
著
名

に
な
っ
た
。
森も
り
も
と本
六ろ
く

爾じ

編
著『
石
人
石
馬
』（
１

９
２
９
年
）
は
太
平
洋
戦
争
以
前
を
代
表
す

る
写
真
資
料
と
解
説
の
集
大
成
版
で
あ
る
。

　
石
人
・
石
馬
の
出
現
は
５
世
紀
前
半
代
の

石せ
き

神じ
ん

山ざ
ん

古
墳
、
石
人
山
古
墳
、
臼う
す

塚づ
か

古
墳
、

下し
も

山や
ま
古
墳
、江え

田た

船ふ
な

山や
ま
古
墳
な
ど
筑
後・豊
後・

肥
後
地
域
の
船
形
石
棺
・
家
形
石
棺
・
横
口

式
家
形
石
棺
な
ど
の
主
体
部
直
上
や
前
面
に
、

一
乃
至
二
個
の
石
製
短た
ん
甲こ
う
・
靫ゆ
ぎ
・
甲
か
っ
ち
ゅ
う冑
着
装
の

武
人
な
ど
を
樹
立
す
る
在
り
方
が
み
ら
れ
る
。

武
器
・
武
具
の
持
つ
壁へ
き
じ
ゃ邪
の
呪
力
に
仮
托
し
、

ま
た
被
葬
者
を
守
衛
し
て
除じ
ょ

魔ま

鎮ち
ん

魂こ
ん
の
役
に

就
く
武
人
の
立
姿
を
表
し
て
い
る
。
そ
れ
が
６

世
紀
前
半
代
の
岩
戸
山
古
墳
に
至
っ
て
様
子

は
一
変
す
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
巨
大
化
し
た

前
方
後
円
墳
の
墳
丘
を
取
り
巻
い
て
各
段
築

上
に
多
く
の
「
石
人
・
石
盾
」
を
立
て
巡
ら

し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
１
９
６
４
年

夏
、
こ
の
地
域
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
に
よ
っ
て

墳
丘
の
一
部
が
崩
落
し
て
、
は
か
ら
ず
も
多
く

の
石
製
品
が
散
乱
す
る
状
態
が
現
れ
た
。
円

筒
埴
輪
が
並
ぶ
外
側
の
段
築
平
坦
面
に
石
刀
・

石
靫
な
ど
が
散
乱
す
る
有
様
は
、
ま
さ
に
官

軍
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
と
伝
え
る
光
景
が
再

現
さ
れ
た
よ
う
で
、
息
を
呑
む
想
い
で
あ
っ
た
。

先
学
た
ち
が
石
製
品
の
品
目
か
ら
墳
丘
上
に

樹
立
さ
れ
た
形け
い
し
ょ
う
は
に
わ

　

象
埴
輪
の
内
容
を
、
よ
り
永

久
性
と
迫
力
あ
る
石
製
品
で
表
現
し
た
と
い

う
指
摘
は
、
墳
丘
上
か
ら
形
象
埴
輪
が
発
見

さ
れ
て
い
な
い
事
実
と
相
ま
っ
て
見
事
に
実
証

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
東
北
に
あ
た
る
方

形
広
場
（
別
区
）
に
は
風
土
記
の
説
明
を
思

わ
せ
る
石
製
品
の
ほ
か
、
形
象
埴
輪
も
多
く

発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
戦
時
中
に
畑
地

と
し
て
開
墾
さ
れ
、
住
古
の
地
表
面
は
完
全

に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
復
元
の
手
が
か

り
す
ら
つ
か
め
な
い
。
し
か
し
風
土
記
の
記
述

か
ら
、
筑
紫
君
磐
井
が
保
有
し
て
い
た
政
庁

や
税
倉
・
公
開
裁
判
の
庭
な
ど
を
再
現
し
て

磐
井
政
権
の
強
大
さ
を
誇
示
す
る
意
図
が
推

察
さ
れ
る
。
一
般
に
古
墳
の
築
造
は
後
継
首
長

の
最
初
の
重
要
な
仕
事
で
あ
る
か
ら
、
別
区

な
ど
を
設
定
し
て
も
そ
こ
で
は
先
代
首
長
の
鎮

魂
儀
礼
（
埴
輪
祭
儀
）
の
諸
行
事
が
表
現
さ

れ
る
。
岩
戸
山
古
墳
は
磐
井
が
生
存
中
に
築

造
し
た
、
所
謂
「
寿じ
ゅ

墓ぼ

」
で
あ
っ
た
か
ら
、
自

身
の
現
世
に
お
け
る
強
大
な
支
配
権
を
後
世

に
ま
で
伝
え
よ
う
と
す
る
強
い
思
考
を
表
現

し
た
と
こ
ろ
に
こ
の
古
墳
の
特
異
性
が
み
ら
れ

る
。
初
期
の
首
長
霊
の
鎮
魂
を
主
と
す
る
石

人
の
配
置
と
異
な
り
、
数
多
く
の
石
人
（
実

際
に
は
扁
平
な
靫
の
片
面
に
人
面
や
挙
手
状

態
を
表
現
）
や
石
盾
・
石
刀
・
蓋
き
ぬ
が
さな
ど
を
立

て
巡
ら
し
て
、
見
る
者
を
圧
倒
せ
し
め
る
権
勢

誇
示
を
意
図
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
も
ま
た
別
区

と
通
ず
る
も
の
が
あ
り
、
初
期
の
石
製
品
と
は

樹
立
の
意
味
も
か
な
り
変
質
し
て
い
る
。

　
磐
井
の
乱
後
、
筑
後
の
古
墳
で
は
石
製
表

飾
を
多
用
す
る
風
は
急
速
に
後
退
す
る
。
ヤ
マ

ト
政
権
に
反
逆
し
た
豪
族
の
権
力
を
誇
示
す

る
文
化
と
し
て
否
定
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
武
器
・
武
具
を
並
列
す
る
思
考
方
法

は
、
地
下
の
横
穴
式
石
室
を
飾
る
彩
色
画
と

し
て
復
活
さ
れ
、
装
飾
古
墳
文
化
の
盛
行
を

も
た
ら
し
て
い
っ
た
。
特
に
肥
後
地
方
で
は
被

葬
者
の
眠
る
古
墳
を
守
衛
す
る
初
期
石
人
の

思
想
が
、
そ
の
後
も
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。
な

か
で
も
火（
肥
）君
宗
家
の
姫ひ
め

ノ
城
じ
ょ
う

古
墳
で
は
、

十
数
個
の
石
製
蓋
・
靫
・
盾
な
ど
が
発
見
さ
れ

て
い
て
、
肥
後
に
お
け
る
岩
戸
山
古
墳
的
存
在

で
あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
磐
井
の
敗
北

は
ヤ
マ
ト
政
権
に
と
っ
て
北
部
九
州
の
直
接
支

配
と
、
以
後
の
朝
鮮
出
兵
の
基
地
化
を
促
進

す
る
転
機
と
な
っ
た
。
石
人
・
石
馬
は
こ
の
よ

う
な
歴
史
的
背
景
を
秘
め
た
記
念
物
で
あ
る
。

　
　
（
福
岡
大
学
名
誉
教
授　

小
田
富
士
雄
）

岩
戸
山
古
墳
の
石
人
・
石
馬

石
人
・
石
馬
の
歴
史
的
意
義

石
人
・
石
馬
の
伝
承

岩
戸
山
古
墳

の
石
製
表
飾

“
石
人
・石
馬
〟

岩
戸
山
古
墳
か
ら
出
土
し
た
扁
平

石
人
（
国
指
定
重
要
文
化
財
）

←
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2015

平成28 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女郵便局

　

今
回
は
、
日
展
・
創
元
会
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
八
女
市

山
内
の
洋
画
家
「
池
田
つ
た
子
さ
ん
」
の
作
品
と
、「
そ
の

仲
間
た
ち
」の
作
品
展
を
企
画
し
ま
し
た
。
池
田
さ
ん
は
、

絵
筆
を
執
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
既
に
30
年
。「
創
元
会

展
」
で
は
優
秀
作
品
と
し
て
数
多
く
の
評
価
を
受
け
ら
れ

て
い
る
と
と
も
に
、「
日
展
」
入
選
も
数
多
く
、
創
作
活

動
に
専
念
さ
れ
る
傍
ら
「
池
田
教
室
」
で
後
進
の
指
導
に

も
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
「
創
元

会
展
」で
は
、審
査
委
員
、運
営
委
員
な
ど
に
も
携
わ
る
中
、

創
元
会
福
岡
支
部
長
も
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
池
田
つ

た
子　

画
業
30
年
の
歩
み
」と「
池
田
教
室
の
仲
間
た
ち
」

展
へ
の
多
く
の
ご
来
館
ご
鑑
賞
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

横
町
町
家
交
流
館
企
画
会
議　
下
川

⃝

期
間
＝
10
月
28
日
㈬
～
11
月
23
日
㈷

⃝

会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
横
町
町
家
交
流
館
（
本

町
94
番
地
）
☎
２
３
・
４
３
１
１

池
田
つ
た
子 

画
業
30
年
の

歩
み
展

11月の
横町町家
交流館の
催し

　「
八
女
矢
部
ま
つ
り
」
は
今
年
31
回
目
を
迎

え
ま
す
。
矢
部
村
で
採
れ
た
新
鮮
野
菜
の
販
売
、

特
産
物
が
何
か
当
た
る
（
か
ら
く
じ
な
し
）
入

場
者
抽
選
、
お
米
や
陶
器
が
当
た
る
宝
さ
が
し
、

ニ
ワ
ト
リ
が
走
る
コ
ケ
ッ
コ
競
鶏
レ
ー
ス
な
ど
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ま
た
、

八
女
津
媛
神
社
の
浮
立
を
小
中
学
生
が
披
露
し

ま
す
。
奥
八
女
の
秋
、
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
八
女

矢
部
ま
つ
り
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

⃝

日
時
＝
11
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰

⃝

場
所
＝
矢
部
川
源
流
公
園

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
矢
部
支
所
建
設
経
済
課

（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

山間に生える

11月
21・22
（土日）

　
平
成
22
年
度
に
合
併
し
広
域
と

な
っ
た
市
内
に
は
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な

い
「
よ
か
と
こ
」
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
地
元
自
慢
の「
う
ま
か
も
ん
」や
、

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
「
よ
か

と
こ
」
を
皆
さ
ん
で
め
ぐ
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

⃝

対
象
＝
立
花
エ
リ
ア
に
お
住
ま
い
の

人

⃝

実
施
日
＝
11
月
19
日
㈭ 

８
時
45
分

集
合
～
16
時
30
分
解
散
予
定

⃝

集
合
場
所
＝
立
花
支
所
正
面
駐
車

場

⃝

内
容
＝
▽
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女
紅
葉

散
策
▽
霊
巌
寺
（
精
進
料
理
）
▽
き

の
こ
村
（
ク
ラ
フ
ト
体
験
）
▽
黒
木

町
並
み
見
学
な
ど

⃝

参
加
料
＝
３
千
円
（
昼
食
、
体
験

料
含
む
）

⃝

募
集
人
員
＝
20
人
※
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。

⃝

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
立
花
支
所

商
工
観
光
係
（
☎
２
３
・
４
９
４
１
）

※
ツ
ア
ー
内
容
は
、
都
合
に
よ
り
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

八女の魅力再発見！
よかとこツアー（黒木エリア）

八
女
矢
部
ま
つ
り

寄付お礼（敬称略）
立花中学校へ
　立花中学校ＰＴＡ会長 古庄修＝テント2 張

第31回

コケッコ競鶏レース

キリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン
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【
事 

例
】

　
「
不
用
な
ふ
と
ん
を
回
収
し
て
い
ま
す
」

と
言
わ
れ
た
の
で
、
自
宅
の
押
入
れ
に
処

分
す
る
予
定
だ
っ
た
ふ
と
ん
が
あ
る
の
を
思

い
出
し
て
、
引
き
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し

た
。
ふ
と
ん
を
出
し
て
み
る
と
、
販
売
員

か
ら
「
中
の
綿
は
ま
だ
丈
夫
で
し
っ
か
り
し

て
い
る
。
こ
れ
な
ら
綿
を
使
っ
て
新
し
い
ふ

と
ん
を
２
つ
も
作
れ
る
か
ら
、
新
調
し
な
い

か
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、
契
約
す
る
こ
と
に

し
た
。
金
額
は
、
２
つ
で
２
万
円
に
な
る
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。
し

か
し
、
後
で
家
族
か

ら
「
処
分
す
る
は
ず

だ
っ
た
の
が
、
逆
に
お

金
を
払
う
な
ん
て
お
か

し
い
」
と
言
わ
れ
、
思

い
直
し
て
解
約
す
る
こ

と
に
し
た
。

消費生活
そうだん

⑪

【
答 

え
】

　
特
に
高
齢
者
の
い
る
世
帯
で
は
、
ふ
と
ん

の
訪
問
販
売
で
契
約
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。「
打
ち
直
し
て
新
し
く
す

る
」「
使
っ
て
い
る
の
を
下
取
り
に
出
し
て
、

新
し
く
買
い
ま
せ
ん
か
」
と
言
っ
て
、
ふ
と

ん
を
勧
め
る
事
業
者
も
い
ま
す
。
時
折
問

題
に
な
り
が
ち
な
の
は
、
勧
誘
の
際
に
「
こ

ん
な
潰
れ
た
ふ
と
ん
に
寝
て
い
た
ら
、
腰
を

悪
く
し
て
一
生
寝
た
き
り
に
な
る
」「
こ
ん

ふ
と
ん
の
訪
問

販
売
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
！

な
に
カ
ビ
が
！
ダ
ニ
が
!!
」
と
言
っ
て

慌
て
さ
せ
る
と
い
う
問
題
の
あ
る
事
例

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
不
必
要
に
何

度
も
販
売
員
が
や
っ
て
き
て
「
打
ち
直

し
」「
下
取
り
」
と
称
し
て
何
度
も
ふ

と
ん
を
購
入
さ
せ
る
と
い
う
事
例
も
あ

り
ま
し
た
。

【
対 

策
】

⃝

最
初
の
契
約
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ

た
事
項
を
記
載
し
た
契
約
書
を
渡
さ

れ
て
か
ら
８
日
間
以
内
は
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
（
無
条
件
解
約
）
が
で
き
ま
す
。

「
ふ
と
ん
に
寝
て
し
ま
い
、
使
っ
た
」
と

い
う
場
合
で
も
返
品
で
き
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

⃝

何
度
も
販
売
員
が
や
っ
て
き
て
契
約

し
て
い
た
場
合
は
、「
過
量
販
売
（
消

費
者
の
生
活
実
態
に
見
合
わ
な
い
過

量
な
も
の
）」
と
認
め
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。（
例
：
ふ
と
ん
の
場
合
「
一

人
１
セ
ッ
ト
」
ま
で
は
過
量
に
あ
た
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
る
）
過
量
販
売
の
場

合
は
、
１
年
以
内
で
あ
れ
ば
解
約
す

る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

　
契
約
を
勧
め
ら
れ
た
と
き
に
は
、
自

分
の
生
活
に
見
合
っ
た
契
約
な
の
か
よ

く
考
え
、
周
り
の
人
に
も
相
談
し
な
が

ら
買
い
物
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

⃝

相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
消
費
生

活
相
談
窓
口
〈
月
～
金
曜
日
〉
８
時
30

分
～
16
時
30
分
（
☎
２
３・１
１
８
３
）

※
毎
週
水
曜
日
９
時
～
16
時
、
黒
木
支

所
第
３
相
談
室
で
出
張
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。（
☎
４
２・１
１
１
１
）

　

第
34
回
人
形
原
句
碑
記
念
句
会

の
入
選
作
品
を
紹
介
し
ま
す

　
「
向
井
去
来
、
野
田
成
亮
顕
彰
碑
」
の

建
立
を
記
念
し
た
句
会
「
人
形
原
句
碑
記

念
句
会
」
が
９
月
20
日
㈰
、
岩
戸
山
古
墳

周
辺
を
吟
行
し
、
お
り
な
す
八
女
句
会
場

に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
入
選
作
品
を

ご
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）
。

堤 
呼
秋 

選

特
選

神
の
田
の
見
事
波
打
つ
稔
り
か
な

大
坪
榮
子

焦
り
た
る
投
句
の
時
間
秋
扇

松
尾
貞
義

佳
作

嘶
け
ぬ
首
無
き
石
馬
秋
の
風

中
川
原
篤
子

開
館
を
待
つ
資
料
館
萩
ゆ
る
る

松
﨑
伸
子

晩
節
の
耳
疑
ヘ
り
尽
ち
ゝ
ろ

松
尾
貞
義

吉
泉
守
峰 

選

特
選

乱
あ
り
て
う
か
ら
弔
う
天
涯
花

牛
島
景
子

人
形
原
あ
ま
ね
く
露
の
光
か
な

大
坪
榮
子

佳
作

嘶
け
ぬ
首
無
き
石
馬
秋
の
風

中
川
原
篤
子

新
館
の
お
披
露
目
近
し
豊
の
秋

穴
見
ミ
キ
ヱ

集
ま
り
を
別
区
と
し
た
る
あ
き
あ
か
ね

松
尾
貞
義

　にん
にくを新たな

　八女の特産品に

14

ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 27.11）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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11月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～ 20時
　　　　　　　　土日祝10時～ 18時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～ 17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
2 ㈪ ,3 ㈷ ,9 ㈪ ,16 ㈪ ,23 ㈷ ,27 ㈮ ,30 ㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
2 ㈪,9 ㈪,16 ㈪,23 ㈪，27 ㈮,30 ㈪ 図書館の休館日

11月

ホームページ  http://www.library.yame.fukuoka.jp

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

3 ㈷ ,10 ㈫ ,17 ㈫ ,24 ㈫ ,27 ㈮

✿11月の館内整理日は27日㈮✿

幼児～小学生の皆さん対象です♪

♥本館＝7日、14日、21日、28日　
おはなしコーナー
※いずれも土曜14時～
♥黒木分館＝7日㈯10時30分～
おはなしコーナー

11月のよみきかせ

11月のあかちゃんよみきかせ
0～2歳くらいの赤ちゃん対象です♪
♥本館＝21日㈯11時～ 2階研修
室
♥黒木分館＝21日㈯10時30分～
　おはなしコーナー

◎秋の読書週間
10月27日火～11月9日月

秋
の
読
書
週
間
に
ち
な
ん
で
、
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
10
月
24
日
㈯
～
11
月
8
日
㈰

ま
で
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

★
ゆ
め
み
ら
い
図
書
館
ピ
ク

ニ
ッ
ク

◦
日
時
＝
11
月
1
日
㈰
10
時

～
15
時

◦
場
所
＝ 「
八
女
く
ろ
ぎ
ふ
る

さ
と
祭
り
」
駅
前
イ
ベ
ン
ト

広
場

◦
内
容
＝
移
動
図
書
館
「
ゆ

め
み
ら
い
号
」、
ブ
ッ
ク
リ
サ

イ
ク
ル
、 布
の
絵
本
展
示
等

◦
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
分
館

（
☎
４
２
・
０
４
０
０
）

★
矢
部
ま
つ
り

◦
日
時
＝
11
月
22
日
㈰
10
時

～
15
時

◦
場
所
＝
矢
部
第
一
運
動
場

◦
内
容
＝
移
動
図
書
館
「
ゆ

め
み
ら
い
号
」、
ブ
ッ
ク
リ
サ

イ
ク
ル
、 よ
み
き
か
せ
等　

 

◦
問
い
合
わ
せ
＝
矢
部
分
館

（
☎
４
７
・
２
２
５
８
）

★
第
6
回
星
野
村
夢
の
扉

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

◦
日
時
＝
11
月
23
日
㈷
13
時

30
分
～
15
時

◦
場
所
＝
星
野
分
館

◦
内
容
＝ 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ（
星

光
園
園
児
の
出
演
）、
お
は

な
し
ひ
ろ
ば
（
星
野
小
学
校

の
図
書
委
員
の
皆
さ
ん
、
ち

く
ご
読
書
の
会
「
ぺ
え
じ
」）、

親
子
観
劇
会
（
劇
団
さ
ん
ぽ
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
星
野
分
館

（
☎
５
２
・
３
１
２
０
）

※
移
動
図
書
館
は
、
貸
し
出

し
で
き
ま
す
。
ブ
ッ
ク
リ
サ

イ
ク
ル
は
、
持
ち
帰
り
用
の

袋
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

♪
分
館
で
楽
し
い
行
事
が
た
く
さ
～
ん
あ
る
よ
♪

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

に
ん
に
く
を
中
心
に
六
次
産
業
に
取
り
組
む　

松
尾 

高た
か
お生
さ
ん（
立
花
町
）

減農薬、有機栽培のもと栽培される
同園のにんにくは、安全な食材への
関心が強い生協などに出荷され、高
い評価を得ています。「『百姓が地球
を救う』を経営理念とし、『作る人、
食べる人、みんなが幸せになる百
姓』を後世まで実現すべく農業に取
り組んでいきます」と話す松尾さん。
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　「
八
女
が
九
州
に
お
け
る
に
ん
に
く
栽

培
の
中
心
に
な
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」と

笑
顔
で
話
す
農
業
生
産
法
人
㈱
松
尾
農

園
グ
ル
ー
プ
代
表
取
締
役
の
松
尾
高
生

さ
ん
。同
農
園
は
、自
ら
約
３
㏊
の
に
ん

に
く
栽
培
を
行
う
と
と
も
に
、県
内
、八

女
市
を
中
心
に
約
30
戸
の
農
家
と
契
約

を
結
び
、
約
13
㏊
で
生
産
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。

　
「
ミ
カ
ン
栽
培
を
中
心
に
、祖
父
、父

が
営
ん
で
き
た
農
家
を
継
ぎ
、父
が
始
め

た
に
ん
に
く
栽
培
を
拡
大
し
て
き
ま
し

た
。安
心
安
全
な
に
ん
に
く
を
育
て
る
た

め
、完
熟
堆
肥
の
活
用
、手
作
業
に
よ
る

除
草
な
ど
、農
法
に
は
こ
だ
わ
り
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。当
初
は
、青
森

か
ら
種
子
を
取
り
寄
せ
作
付
け
を
行
い

ま
し
た
が
、発
芽
、生
育
が
悪
く
、そ
の

後
も
さ
ま
ざ
ま
な
産
地
の
に
ん
に
く
に

挑
戦
し
、現
在
は『
嘉
定
種
』を
原
種
と

し
、八
女
の
気
候
・
風
土
に
合
う
も
の
を

選
抜
し
た『
八
女
八
片
に
ん
に
く
』を
栽

培
し
て
い
ま
す
。
病
気
、害
虫
に
強
く
、

小
ぶ
り
で
す
が
、風
味
、コ
ク
、
粘
り
が

強
い
の
が
特
徴
で
す
。

　
に
ん
に
く
を
野
菜
と
し
て
出
荷
す
る
か

た
わ
ら
、平
成
24
年
に
は
農
水
省
よ
り
六

次
産
業
の
取
り
組
み
へ
の
認
定
を
受
け
、

よ
り
付
加
価
値
が
高
い
加
工
品
の
開
発

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ペ
ー
ス
ト
、

ス
ラ
イ
ス
、熟
成
黒
に
ん
に
く
等
、飲
食

店
や
直
売
所
、
通
信
販
売
な
ど
販
路
を

広
げ
販
売
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
福
岡

県
、さ
ら
に
は
九
州
を
一つ
と
し
た
、に
ん

に
く
生
産
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
目
指

し『
九
州
に
ん
に
く
生
産
振
興
協
会
』の

設
立
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

に
ん
に
く
が
八
女
の
新
し
い
特
産
品
に
な

る
よ
う
地
域
と
連
携
し
農
業
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　にん
にくを新たな

　八女の特産品に

八女八片にんにくを30
日間熟成発酵させた
「松尾農園の熟成黒に
んにく」。通信販売や
地域の直売所などで販
売しています。
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【原動機付自転車・軽二輪・小型特殊自動車等の税率】
平成 28 年度課税から、次の登録車両すべてに新税率が適用されます。当初、平成 27 年度
から適用の予定でしたが 1 年延長となり、平成 28 年度からに変更されました。

【三輪および四輪以上の軽自動車の税率】…平成26年度改正分
平成 27 年度課税から、条件によって、現行税率、新税率、重課税率のいずれかの税率にな
ります。条件については、（※）「最初の新規検査」の年月で判定します。

現行税率 ･･････ 平成 27 年 3 月 31日までに最初の新規検査を受けた車両で、新規検査から
13 年を経過するまで適用されます。それまでは、現在の税率からの変更はありません。
新税率 ･･････ 平成 27 年 4 月1日以降に最初の新規検査を受ける車両で、新規検査から 13
年を経過するまで適用されます。
重課税率 ･･････ 最初の新規検査から 13 年を経過した三輪・四輪以上の軽自動車に適用され
ます。ただし、電気軽自動車、天然ガス軽自動車、メタノール軽自動車、電力併用軽自動車
並びに被けん引車は、対象から除きます。

軽自動車の区分 税　率（年税額）
平成 27 年度まで 平成 28 年度から　

　

二　

輪
原付

50 cc 以下 1,000 円 2,000 円
50㏄超～ 90cc 以下 1,200 円 2,000 円
90cc 超～ 125㏄以下 1,600 円 2,400 円
ミニカー 2,500 円 3,700 円

軽二輪（125㏄超～ 250㏄以下） 2,400 円 3,600 円
小型二輪（250㏄超） 4,000 円 6,000 円

小型特殊
自動車

農耕作業用 1,600 円 2,400 円
その他のもの 4,700 円 5,900 円

軽自動車の区分

税率（年税額）
平成 27 年 3 月 31日
までに最初の新規検
査をした車両

平 成 27 年 4 月 1日
以後に最初の新規検
査をした車両

最初の新規検査から
13 年を経過した車両

（現行税率） （新税率） （重課税率）　

軽
自
動
車

三　輪 3,100 円 3,900 円 4,600 円

四
輪
以
上

乗用
営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円
自家用 7,200 円 10,800 円 　12,900 円

貨物用
営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円
自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

税
制
改
正
等
の
お
知
ら
せ

平
成
27
年
度
税
制
改
正
（
軽
自
動
車
税
の
一
部
に
26
改
正
分
含
む
）
に
よ
り
、

変
更
と
な
っ
た
主
な
改
正
点
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
税
務
課
】
▽
市
民
税
係
（
☎
２
３・１
１
１
３
）
▽
固
定
資
産
税
係
（
☎
２
３・１
１
１
２
）

国および地方を通じた自動車関連税制の見直しに伴い、軽自動車税の税率が次のとおり改正
されました。

軽自動車税の税率改正について

（※）「最初の新
規検査」の年月
は、自動車検査
証で確認ができ
ます。「最初の新規検査年月」＝

「初度検査年月」になりま
す。ここの欄を確認して
ください。
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【軽自動車のグリーン化特例（軽課）
の税率】
　平成 28 年度課税分のみ、平成 27
年 4 月 1日から平成 28 年 3 月 31日
までに最初の新規検査を受けた三輪
および四輪以上の軽自動車（新車に
限る）で、一定の環境性能を有する
ものについて、グリーン化特例（軽課）
が適用されます。

空き家の除却等を促進するための所要の措置の導入
　管理不全の空き家の除却・適正管理を促進するため、

「空家等対策の推進に関する特別措置法」の規定による
必要な措置の勧告の対象となった特定空家等に係る土
地については、住宅用地に係る固定資産税の課税標準
の特例措置の対象から除外されます。

〈参考〉住宅用地（住宅の敷地で住宅の床面積の 10 倍
までの土地）の課税標準の特例の概要
　◦小規模住宅用地（住宅用地のうち 200㎡以下の部
　　分） ………６分の１
　◦一般住宅用地　（小規模住宅用地以外の住宅用地）
　　…………３分の１

　特例控除額の控除限度額が個人住民税所得割額の１
割から２割に拡充されます。なお、この改正については、
平成 28 年度分以後の個人住民税に適用されます。
　また、確定申告が不要な給与所得者等がふるさと納
税を行う場合に、確定申告をせずにワンストップで寄
附金税額控除を受けられる特例が創設されました。（た
だし、平成 27 年 4 月以前に寄附をした場合は、確定
申告が必要になります）

　国民の健康の観点からたばこの消費を抑制するため、
旧３級品のたばこ税の特例税率が廃止されることとな
り、平成 28 年４月１日から段階的に税率が引き上げら
れ、平成 31 年４月から一般の紙巻たばこと同じ税率に
なります。

軽自動車の区分
税率（年税額）

特例１
（75％軽減）

特例２
（50％軽減）

特例３
（25％軽減）

軽
自
動
車

三　輪 1,000 円 2,000 円 3,000 円

四
輪
以
上

乗　用
営業用 1,800 円 3,500 円 5,200 円

自家用 2,700 円 5,400 円 　8,100 円

貨物用
営業用 1,000 円 1,900 円 2,900 円

自家用 1,300 円 2,500 円 3,800 円

《特例１》電気自動車・天然ガス軽自動車（平成 21 年排出ガス 10％低減）
《特例２》乗用：平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成（★★★★）かつ平成 32 年度燃費基準＋ 20％達成車
　　　　貨物用：平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成（★★★★）かつ平成 27 年度燃費基準＋ 35％達成車

《特例３》 乗用：平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成（★★★★）かつ平成 32 年度燃費基準達成車
　　　　貨物用：平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成（★★★★）かつ平成 27 年度燃費基準＋ 15％達成車
※《特例２》《特例３》については、ガソリン車（ハイブリット車を含む）に限ります。
※各燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記載されています。　　　　　　

固定資産税について

ふるさと納税について（個人住民税）

市たばこ税について

税務署からのお知らせ
【税を考える週間】
11月11日㈬から17日㈫は
税を考える週間です。税の
役割と税務署の仕事等に
ついて考えてみませんか。
詳しくは国税庁ホームペー
ジ（http://www.nta.go.jp）
をご覧ください

平成 27 年１月から相続税の基礎控除額等が変わり
ました。

【改正前】
5,000 万円 +1, 000 万円×法廷相続人の数  
　　　　　　　　　　▼

【改正後】
3,000 万円 +600 万円×法廷相続人の数
※上記のほか、①相続税の最⾼税率の引上げ、②未成
年者控除および障害者控除の税額控除額の引上げ、③
小規模宅地等の特例の適用対象となる宅地等の限度面
積の拡大などの改正が行われています。

【事業者に対する年末調整説明会】

【相続税についてのお知らせ】

◦問い合わせ＝八女税務署（☎ 23・5191）

開催日 開始時間 会　場

11月18日㈬ 13 時 30 分 サザンクス筑後
11月19日㈭ 13 時 30 分 おりなす八女



18　2015.11.1　広報やめ

施設名 受付会場
受　　　付　　　日

受付時間11/5
㈭

11/6
㈮

11/9
㈪

11/10
㈫

11/11
㈬

11/12
㈭

11/13
㈮

福島保育所　　※ 福島保育所 　 ○ ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
長峰保育所　　※ 長峰保育所 ○ ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
北山保育所　　※ 北山保育所 ○ ○ 9:00 ～ 18:30
◆八幡保育所　　※ 八幡保育所 ○ 9:00 ～ 18:30
三河保育園　　※ 三河保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
八女中央保育園　※ 八女中央保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
岡山保育園　　※ 岡山保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
忠見保育園　　※ 忠見保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
上妻保育園　　※ 上妻保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
川崎保育園　　※ 川崎保育園 ○ 9:00 ～ 17:00
◆光友保育所　　※ 光友保育所 ○ 9:00 ～ 18:30
辺春保育園　　※ 辺春保育園 ○ ○ ○ ○ ○ 9:00 ～ 17:00
黒木保育園

黒木支所
市民生活福祉課
生活福祉係
１番窓口

○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
あゆみ保育園 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
本分保育園 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
木屋保育所 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
大渕保育園 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
矢部保育園　 矢部支所市民生活福祉課 ○ ○ ○ ○ ○ 8:30 ～ 17:15
星野保育所星光園　 星野支所市民生活福祉課 ○ ○ ○ ○ ○ 8:30 ～ 17:15
福島幼稚園 福島幼稚園 10月31日㈯ 8:00 ～ 17:00

認定こども園さいしょうじ幼稚園 さいしょうじ幼稚園 11月1日㈰ 9:00 ～ 12:00

認定こども園白百合幼稚園 白百合幼稚園 10月31日㈯ 9:00 ～ 12:00

認定こども園つくし幼稚園 つくし幼稚園 11月4日㈬ 9:00 ～ 17:30
認定こども園ふじなみ幼稚園 ふじなみ幼稚園 11月7日㈯ 9:00 ～ 15:00
洋光はうす　※ 洋光はうす 11月7日㈯ 9:00 ～ 15:00
あきじ幼児園　※ あきじ幼児園 11月4日㈬～ 5日㈭ 9:00 ～ 17:00

来
年
４
月
１
日
か
ら
の
「
幼
稚
園
・
保
育
所
等
の

入
所
申
し
込
み
」を
下
記
の
日
程
で
受
け
付
け
ま
す
。

入
所
申
し
込
み
は
、
事
前
に
必
要
事
項
を
記
入
し
た
提

出
書
類
を
お
持
ち
の
う
え
、
在
園
児
・
新
入
園
児
を
問
わ

ず
第
１
希
望
の
施
設
の
受
付
日
に
、
各
会
場
で
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
※
印
の
つ
い
た
施
設
へ
初
め
て
申
し
込
み

を
さ
れ
る
場
合
は
、
お
子
さ
ま
の
面
接
も
行
い
ま
す
の
で

お
子
さ
ま
と
一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
は
、
市
役
所
子
育

て
支
援
課
、
各
支
所
お
よ
び
各
施
設
に
、
ま
た
幼
稚
園
、

認
定
こ
ど
も
園
お
よ
び
小
規
模
保
育
の
入
園
願
書
等
は

各
施
設
に
準
備
し
て
い
ま
す
。
都
合
に
よ
り
下
記
の
日

程
で
手
続
き
が
で
き
な
い
人
は
、
市
役
所
子
育
て
支
援

課
ま
た
は
各
支
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

⃝

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
支
給
認
定
申
請
書
ま
た
は
支
給
認
定
現
況
届
②
勤
務

証
明
書
な
ど
（
保
育
利
用
者
の
み
）
③
認
印
④
入
園
願

書
（
保
育
所
以
外
へ
の
新
規
申
し
込
み
の
方
）

⃝

保
育
所
等
の
入
所
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

▽
八
女
市
役
所
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
保
育
係
（
☎
２

３
・
１
３
５
１
）
▽
各
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
（
黒
木

☎
４
２
・
１
１
１
４
）（
矢
部
☎
４
７
・
１
１
１
１
）（
星

野
☎
５
２
・
３
１
１
３
）

▽
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
お
よ
び
小
規
模
保
育
は
直

接
、
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

幼稚園・保育所等の入所申し込み受付日程（受付日欄の○印が受付日です）

平
成
28
年
度

幼
稚
園
・
保
育
所
等

の
入
所
申
し
込
み

に
つ
い
て

◇※印の施設は、当日お子さんの面接があります。　◆平成28年4月から八幡および光友保育所は私立保育園となります。
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次
に
該
当
す
る
皆
さ
ん
に
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
年
金
に
関
す
る

書
類
が
届
き
ま
す
。
提
出
が
必
要

な
も
の
に
つ
い
て
は
、
忘
れ
ず
に
提

出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

▽
老
齢
厚
生
年
金
を
受
給
し

て
い
る
人

　
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
額
が

「
65
歳
未
満
で
１
０
８
万
円
以
上
」

「
65
歳
以
上
で
１
５
８
万
円
以
上
」

で
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い

る
人
に
は
、
11
月
ご
ろ
「
扶
養
親

族
等
申
告
書
」
が
送
ら
れ
て
き
ま

す
。
老
齢
ま
た
は
退
職
に
よ
る
年

金
は
所
得
税
の
課
税
対
象
と
な
っ

て
お
り
、
年
金
の
支
払
者
で
あ
る

日
本
年
金
機
構
は
、
そ
の
支
払
の

際
に
所
得
税
を
源
泉
徴
収
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

源
泉
徴
収
の
際
は
各
種
の
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の

控
除
額
の
算
出
の
た
め
に
、
年
金

受
給
者
は
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」

の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
提

出
先
は
、
日
本
年
金
機
構
と
な
り

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
提
出
く
だ
さ
い
。

▽
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
人

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
す
べ
て

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の

際
に
は
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
の
添

付
が
必
要
で
す
。
平
成
27
年
中
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

に
は
、
次
の
と
お
り
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」に
つ
い
て
の
照
会
は
、

控
除
証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ

れ
て
い
る
番
号
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◦
11
月
に
送
付
さ
れ
る
人
＝
１
月

か
ら
９
月
ま
で
の
間
に
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
し
た
人

◦
翌
年
２
月
に
送
付
さ
れ
る
人
＝

10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
、
今

年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
（
す
る
）
人

◉
こ
の
ペ
ー
ジ
の
年
金
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
＝
市
民
課
国
保
年
金
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
６
）、
ま
た
は
国

民
年
金
保
険
料
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０

５
７
０
・
０
１
１
・
０
５
０
）

  

　「５年の後納制度」とは、過去５
年間に納め忘れた国民年金保険料
を納付することができる仕組みで
す。本来、国民年金保険料は２年
を経過すると時効により納付するこ
とができませんが、この制度を利用
すれば、将来の年金受給額を増や
すことができます。10 月１日から３
年に限り、過去５年間に納め忘れ
た国民年金保険料を納付すること
ができる「５年の後納制度」が始まっ
ています。なお、老齢基礎年金を
受給している人などは、後納制度
の利用はできません。詳しくはお問
い合わせください。

11
月
か
ら
来
年
２
月
に
か
け
て

年
金
に
関
す
る
書
類
が
届
き
ま
す

　八女市指定鍼灸院でのはり・きゅ
う治療には、一回につき1,000円を助
成します。
※ただし、一人につき1か月７回まで。

【対象となる人】
▽八女市国民健康保険に加入してい
る人
▽八女市にお住まいで後期高齢者医
療に加入している人

【助成の受け方】　
▽被保険者証および印鑑を八女市指
定鍼灸院に直接持参ください。
※詳しいことは各鍼灸院または市民
課国保年金係（☎２３・１１１６）
か公費医療係（☎２３・１１１７）ま
でお尋ねください。

八女市指定鍼灸院でのはり・
きゅう治療の補助金制度

　

国
民
健
康
保
険
等
を
は
じ
め
と

す
る
公
的
医
療
保
険
で
は
、
医
療

機
関
を
受
診
し
た
際
、
医
療
機
関

の
窓
口
で
医
療
費
の
一
部
（
一
部
負

担
金
）
を
支
払
う
だ
け
で
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
医
療

費
の
総
額
が
意
識
し
に
く
い
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
八
女
市
で
も
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
へ
、
医

療
費
負
担
の
し
く
み
や
健
康
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
年
６
回
、
２
か
月
ご
と
に
「
医

療
費
通
知
」
を
各
世
帯
に
お
届
け

し
、
皆
さ
ん
の
医
療
費
を
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

　「
医
療
費
通
知
」
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
受
診
状
況
を
ふ
り
返
り
、
健

康
な
体
づ
く
り
や
、
病
気
の
早
期

発
見
、
早
期
治
療
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、「
医
療
費
通
知
」
の
記
載

内
容
が
医
療
機
関
等
発
行
の
領
収

書
等
と
異
な
る
場
合
は
、
お
手
数

で
す
が
八
女
市
役
所
市
民
課
国
保

年
金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
国
保
年

金
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
６
）

医
療
費
通
知
（
医
療
費
の
お

知
ら
せ
）
を
ご
存
じ
で
す
か

国民年金保険料
「５年の後納制度」

国  保

年  金
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Ｃ
Ｓ

　
く
つ
ろ
ぎ
の
森
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八

女
で
10
月
２
日
㈮
、
ド
イ
ツ
か
ら
パ

ワ
ー
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
提
唱
者
で
あ

る
ハ
ー
ト
ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
ガ
ウ
ダ
ー
さ

ん
（
モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
50
㎞

競
歩
金
メ
ダ
リ
ス
ト
）
と
古
賀
和

仁
さ
ん
（
パ
ワ
ー
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ク

ラ
ブ
日
本
本
部
理
事
長
）
を
招
き

「
パ
ワ
ー
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
53

人
は
講
演
と
実
技
（
心
拍
数
に
基

づ
く
個
人
に
あ
っ
た
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
）
を
熱
心
に
受
講
し
、
盛
況
の

う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。
主
催
者

の
八
女
市
森
の
案
内
人
の
会
吉
永

邦
夫
会
長
は
「
セ
ミ
ナ
ー
で
学
ん

だ
こ
と
を
森
林
セ
ラ
ピ
ー
に
も
生
か

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

酒
井
田
公
民
館
建
設
予
定
地
で

10
月
７
日
㈬
、
三
河
土
搗
保
存
会

（
樋
口
勝
会
長
）
と
地
域
住
民
に
よ

る
土
搗
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
土
搗
と

は
柱
で
地
面
を
突
き
固
め
る
日
本
の

伝
統
工
法
で
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
見

る
こ
と
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
酒
井

田
地
区
の
民
家
で
道
具
の
一
部
が
見

つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
平
成
２
年
『
三

河
土
搗
保
存
会
』
が
結
成
さ
れ
、

今
回
10
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
皆
さ
ん
は
、
地
元
女
性
た

ち
が
歌
う
『
八
女
土
搗
唄
』
に
調

子
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
ひ
も
を
引
い

た
り
落
と
し
た
り
し
て
地
面
を
固
め

て
い
き
ま
し
た
。
当
日
、
三
河
小
学

校
の
３
・
５
年
生
59
人
も
参
加
。
子

ど
も
た
ち
は
、「
引
く
と
き
に
力
が

い
り
び
っ
く
り
し
ま
し
た
」「
伝
統

を
守
り
広
め
て
い
る
と
こ
ろ
が
す
ご

い
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

星
野
村
麻
生
境
内
（
池
の
山
）

で
９
月
20
日
㈰
、「
第
53
回
池
の

山
奉
納
剣
道
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
山
村
留
学
生
を
含

む
星
野
村
内
の
小
中
学
生
に
よ

り
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
一
般
の
部
で
は
、
黒
木
町
剣

友
会
が
優
勝
し
ま
し
た
。
入
賞

者
は
次
の
通
り
で
す
（
敬
称
略
）。

【
小
学
生
の
部
総
当
た
り
戦
】

▽
優
勝 

谷
口
利
也
▽
準
優
勝 

山
口
忠
規
▽
３
位 

足
達
あ
み

【
中
学
生
の
部
】

▽
優
勝 

宮
原
佑
介
▽
準
優
勝 

足
達
拓
郎
▽
３
位 

二
田
敦
史

【
一
般
の
部
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
】

▽
優
勝 

黒
木
町
剣
友
会
▽
準
優

勝 

八
女
警
察
署

パ
ワ
ー
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で

体
力
づ
く
り
を

池
の
山
奉
納
剣
道
大
会

　

上
陽
町
春
の
山
公
園
で
10
月
４
日

㈰
、
市
内
外
41
団
体
と
地
域
住
民
等

が
参
加
し
、
八
女
地
区
総
合
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
平
成
24

年
の
九
州
北
部
豪
雨
災
害
を
上
回
る

大
雨
に
加
え
、
震
度
６
強
の
大
地
震
が

起
こ
っ
た
と
の
想
定
に
よ
り
、
市
災
害

対
策
本
部
運
営
と
各
種
専
門
機
関
と

の
連
携
、
住
民
の
安
全
確
保
と
救
出

な
ど
の
訓
練
が
あ
り
ま
し
た
。
三
田
村

市
長
は
、「
３
年
前
の
九
州
北
部
豪
雨

災
害
を
思
い
起
こ
し
、
二
度
と
あ
の
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
痛

感
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
連
携
・
絆
を

保
ち
、
市
と
議
会
、
関
係
機
関
等
一
体

と
な
っ
て
対
策
を
進
め
、
い
つ
発
災
し

て
も
対
応
で
き
る
備
え
を
充
実
さ
せ
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
訓
練
に
参
加
し
た

酒
井
龍
彦
さ
ん
（
下
横
山
）
は
、「
こ

の
よ
う
な
訓
練
が
あ
る
と
気
が
引
き
締

ま
る
と
同
時
に
、
専
門
組
織
と
住
民

組
織
の
団
結
に
安
心
と
頼
も
し
さ
を

感
じ
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

あ
の
日
の
災
害
を
胸
に
刻
ん

で
八
女
地
区
総
合
防
災
訓
練

　昨年に続き上陽町では 10 月初旬から中旬
にかけて、各地域でヒマワリが満開を迎えま
した。これは太陽をイメージするヒマワリをま
ちおこしのシンボル事業にしようと上陽地区
まちづくり協議会で取り組んでいるものです。

「休耕田などを利用して、子どもからお年寄り
まで一緒になって種を蒔き育てました。ヒマ
ワリの種から油を絞り、参加者に配り喜ばれ
ています。この事業をきっかけに、地域住民
が集い、いろんなアイデアが生まれて活性化
につなげていきたいですね」と同地区まちづ
くり協議会の野中鐵也会長は話していました。

土ど
う
づ
き搗
歌
響
か
せ
て

けがの度合いにより対応の優先
順位を判定するトリアージ訓練

土搗を体験する子どもたち

熱戦が繰り広げられました

パワーウオーキングを実践

20　2015.11.1　広報やめ

上陽で
ヒマワリ

満開
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星
野
村
の
子
育
て
支
援
施
設
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル

で
９
月
25
日
㈮
、『
特
定
非
営
利
活
動
法
人
男

女
・
子
育
て
環
境
改
善
研
究
所
』
主
催
の
親
子

ミ
ニ
防
災
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
エ
プ
ロ
ン
シ

ア
タ
ー
で
大
雨
編
を
親
子
で
見
た
後
、
防
災
で

必
要
な
物
に
つ
い
て
み
ん
な
で
話
し
合
い
ま
し

た
。
参
加
し
た
母
親
は
、「
子
ど
も
や
家
族
を
守

る
た
め
に
は
、
お
母
さ
ん
自
身
が
自
分
の
命
を

守
る
こ
と
が
大
切
と
い
う
言
葉
が
と
て
も
心
に

残
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
日
頃
か
ら

防
災
を
意
識
す
る
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

９
月
19
日
㈯
～
21
日
㈷
に
開

催
さ
れ
た
第
58
回
福
岡
県
民
体

育
大
会
秋
季
大
会
に
は
、
八
女
市

か
ら
９
競
技
に
２
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
（
敬
称
略
）。

【
剣
道
競
技
】
▽
団
体
青
年
男
子

の
部
＝
準
優
勝
▽
団
体
一
般
男
子

の
部
＝
準
優
勝
※
準
優
勝
し
た
青

年
男
子
は
11
月
14
日
か
ら
東
京
で

開
催
さ
れ
る
第
64
回
全
国
青
年

大
会
に
出
場
し
ま
す
（
写
真
下
）。

【
陸
上
競
技
】
▽
青
年
男
子
４
０

０
ｍ
＝
優
勝 

安
徳
裕
介
、
２
位 

山
下
晟
矢
▽
壮
年
男
子
40
代
５

０
０
０
ｍ
＝
優
勝 

井
上
浩
司 

▽

壮
年
男
子
砲
丸
投
げ
60
代
＝
３

位 

川
口
博
文
▽
壮
年
女
子
砲
丸

投
げ
40
代
＝
優
勝 

星
野
知
子
▽

壮
年
女
子
砲
丸
投
げ
50
代
＝
３
位 

池
上
由
恵

【
弓
道
競
技
】
▽
青
年
遠
的
の
部

＝
３
位
▽
一
般
男
子
近
的
の
部
＝

優
勝 

　

10
月
４
日
㈰
、「
木
造
聖
観
音
立
像
」
を
ま
つ
る

提
灯
願
い
大
祭
が
黒
木
町
北
木
屋
地
区
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
猫
尾
城
２
代
目
城
主
・
黒
木
四
郎
の
等
身
大

で
作
ら
れ
た
観
音
立
像
は
、
地
域
の
人
々
が
大
切
に

守
り
受
け
継
ぎ
、
昭
和
53
年
に
県
の
文
化
財
指
定
を

受
け
て
い
ま
す
。
祭
り
は
地
域
住
民
に
よ
る
保
存
会

が
行
っ
て
お
り
、
観
音
立
像
を
ま
つ
る
御
堂
へ
の
参

道
に
た
く
さ
ん
の
提
灯
を
掲
げ
、
家
内
安
全
や
無
病

息
災
な
ど
思
い
思
い
の
願
い
ご
と
が
捧
げ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
は
護
摩
焚
き
や
だ
ご
汁
の
振

る
舞
い
が
行
わ
れ
、
多
く
の
参
拝
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

後
征
西
将
軍
良
成
親
王
を
偲
ぶ

「
大
杣
公
園
祭
」
が
10
月
８
日
㈭
、

御
陵
墓
の
あ
る
矢
部
村
大
杣
公
園

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
良
成
親
王
は

後
醍
醐
天
皇
の
孫
に
あ
た
り
、
叔

父
の
懐
良
親
王
と
と
も
に
南
朝
再

興
の
た
め
に
九
州
各
地
で
戦
い
ま

し
た
が
、
元
中
９
年
（
１
３
９
２
）

矢
部
の
地
で
35
歳
で
亡
く
な
り
ま

し
た
。
地
元
住
民
や
南
朝
ゆ
か
り

の
あ
る
吉
野
町
副
町
長
・
菊
池
市

長
た
ち
約
３
０
０
人
が
見
守
る
中
、

地
元
保
存
会
に
よ
る
公
卿
唄
や
浦

安
の
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

親子ミニ防災教室

　

８
月
23
日
㈰
か
ら
10
月
４
日
㈰

に
か
け
て
、
八
女
市
立
山
球
場
で

第
４
回
八
女
市
長
旗
ナ
イ
タ
ー
野

球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

参
加
チ
ー
ム
数
＝
25
チ
ー
ム

☆
優　

勝
＝
火か

み
つ光

Ｓｍ
ｏ
ｋｅ
ｒ
ｓ

☆
準
優
勝
＝
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｓ

第 64 回全国青年大会剣道競
技に出場する皆さんが 10 月6
日、市長に報告。「持ち前のチー
ムワークで全国に八女の名を
とどろかせてきます」と意気込
みを語りました。

県
民
大
会
秋
季
大
会
に

９
競
技
２
０
０
人
参
加

全国青年大会
剣道競技に出場

します !!

市
長
旗
ナ
イ
タ
ー
野
球
大
会 

火
光
Ｓ
ｍ
ｏ
ｋ
ｅ
ｒ
ｓ
優
勝

木
造
聖
観
音
立
像
を
ま
つ
る
提
灯
ま
つ
り

良
成
親
王
偲
ぶ
大
杣
公
園
祭

　黒木町月足地区に約 1200 年
前に創設された日向神社で 10 月
４日㈰、奉納風流が行われました。
風流の起源は平安時代とされて
おり、一時中断していましたが、
昭和 25 年に再開され、現在は５
～ 6 年ごとに開催されています。
当日は秋晴れのもと、太鼓、道ば
やし、おさる、やんぼし荷かり、
アッパライの鍾馗大臣などの出演
者が、五穀豊穣、無病息災を願
い力強く風流を奉納しました。代
表の月足洋一さんは、「少子⾼齢
化で風流を継続していくのが困難
になってきているが、歴史あるこ
の伝統行事を地域をあげて守っ
ていきたい」と語りました。

五穀豊穣、無病息災を
願う日向神社風流奉納

左から橋本翔大さん、大淵達也さん、三
田村市長、松崎凌治さん、松尾健汰さん

（※ほかに久間祥平さんも出場）

優勝した火光 Smokers チーム
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◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
団
野
田
楽
長

（
☎
２
２
・
４
０
３
３
）

　
在
住
外
国
出
身
の
人
た
ち
と
市

民
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
参

加
費
無
料
。

◦
日
時
＝
11
月
22
日
㈰
14
時
～
16
時

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ

め
ホ
ー
ル

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
国

際
交
流
協
会
（
☎
２
４・１
２
５
０
）

　
コ
ー
ラ
ス
や
影
絵
、
童
衆
の
和

太
鼓
な
ど
見
ど
こ
ろ
い
っ
ぱ
い
の
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。

◦
日
時
＝
11
月
22
日
㈰
14
時
開
演

◦
会
場
＝
八
女
市
農
業
活
性
化
セ

◦
日
時
＝
11
月
18
日
㈬
19
時
～

◦
場
所
＝
黒
木
支
所
大
会
議
室

◦
講
師
＝
三
浦
清
一
郎
さ
ん
（
生
涯

学
習
通
信
「
風
の
便
り
」
編
集
長
）

◦
資
料
代
＝
３
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
支
所
総
務

課
（
☎
４
２
・
１
１
１
１
）

　
秋
の
夜
長
の
ひ
と
と
き
、
県
内

唯
一
の
ギ
タ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演

奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◦
客
演
＝
愛
・
プ
ー
ル
ス
ト
ラ
＆
エ

ル
ウ
ィ
ン・プ
ー
ル
ス
ト
ラ（
ピ
ア
ノ・

デ
ュ
オ
）

◦
日
時
＝
11
月
21
日
㈯
18
時
30
分
～

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女

◦
入
場
料
＝
千
円
※
当
日
１
２
０
０
円

◦
曲
目
＝
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
、
テ
ィ

ア
ー
ズ
・
イ
ン
・
ヘ
ブ
ン 

ほ
か

▽
田
主
丸
カ
ッ
パ
ウ
オ
ー
ク

◦
日
時
・
場
所
＝
11
月
３
日
㈷
８

時
、
八
女
伝
統
工
芸
館
前
集
合
、

車
乗
り
あ
わ
せ
で
田
主
丸
へ

▽
清
水
山
も
み
じ
ウ
オ
ー
ク

◦
日
時
＝
11
月
23
日
㈷
８
時
30
分
、

八
女
伝
統
工
芸
館
前
集
合
、
車
乗

り
あ
わ
せ
で
み
や
ま
市
へ

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
会
荒
川
さ
ん

（
☎
０
９
０・４
９
９
７・５
８
１
３
）

　◦
日
時
＝
11
月
７
日
㈯
～
13
日
㈮

◦
場
所
＝
八
女
筑
後
歯
科
医
師
会

会
員
診
療
所

◦
内
容
＝
無
料
歯
科
健
診
、
フ
ッ

素
塗
布  

※
要
予
約

◦
問
い
合
わ
せ
＝
か
か
り
つ
け
歯
科

医
院
ま
た
は
八
女
筑
後
歯
科
医
師

会
（
☎
２
４
・
４
８
２
９
）

　
八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食
品
、

雑
貨
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。
出
店

者
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
８
日
㈰
９
時
～
12

時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

◦
日
時
＝
11
月
８
日
㈰
７
時
30
分

梅
の
里
公
園
集
合

◦
コ
ー
ス
＝
遠
久
谷
方
面

◦
参
加
料
＝
無
料
（
参
加
自
由
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　
焼
き
い
も
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
包

む
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
す
。
み
ん
な

で
楽
し
く
遊
び
、
ホ
ク
ホ
ク
の
焼
き

い
も
を
一
緒
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

◦
日
時
＝
11
月
14
日
㈯
10
時
～
12
時

◦
参
加
費
＝
無
料
※
要
申
込
、
先

着
１
０
０
人

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
多
世
代

交
流
館
「
共
生
の
森
」（
☎
２
２
・

２
２
５
７
）

◦
日
時
＝
11
月
14
日
㈯
10
時
30
分
～

16
時
30
分
、
15
日
㈰
10
時
～
16
時

◦
場
所
＝
ア
ク
ロ
ス
福
岡
（
福
岡
市

中
央
区
天
神
１
丁
目
）

◦
内
容
＝
農
林
水
産
業
特
別
功
労

者
等
の
表
彰
、
県
内
農
林
水
産
物

の
展
示
・
販
売
な
ど

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
農
林
水
産
ま
つ

り
運
営
委
員
会
事
務
局
（
☎
０
９

２
・
６
４
３
・
３
４
８
６
）

　「
地
域
に
生
か
さ
れ
地
域
に
生
き

る
」
と
題
し
、
椿
原
淳
さ
ん
（
椿

原
住
宅
設
備
ク
リ
ク
ラ
八
女
代
表

取
締
役
社
長
）
を
講
師
に
開
催
。

参
加
無
料
。
定
員
30
人
。

◦
日
時
＝
11
月
17
日
㈫
19
時
開
会

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
金
太
郎
（
清
水

町
商
店
街
）
☎
２
４
・
９
６
５
７

　
テ
ー
マ
は
「
生
き
残
る
女
・
先
に

逝
く
男
―
男
女
共
同
参
画
の
老
後
」。

八
女
軽
ト
ラ
市

男
女
共
同
参
画
地
域
づ
く
り

講
演
会

「
い
い
な
、
い
い
歯
」
週
間
行
事

無
料
歯
科
健
診
・
フ
ッ
素
塗
布

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

お
知

ら
せ
お
知

ら
せ

多
世
代
交
流
館「
焼
き
い
も
会
」

福
岡
県
農
林
水
産
ま
つ
り

第
24
回 

地
域
活
動
講
演
会

上
陽
コ
ー
ラ
ス
あ
じ
さ
い

35
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

Ｕ
Ｇ
Ｅ
八
女
ギ
タ
ー
室
内
合
奏

団
第
44
回
定
期
演
奏
会

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー

テ
ィ
ー
八
女
２
０
１
５

八
女
歩
こ
う
会 

健
康
ウ
オ
ー
ク

味噌作り・こんにゃく作り体験
★★平成 27 年度八女市地域づくり提案事業★★

☀場所＝辺春ふれあいセンター

　八女の昔ながらの味噌作りやこんにゃく作り
を伝承するプロジェクトです。辺春のおばちゃ
んたちと楽しく味噌作り体験をしませんか。エ
プロンと三角巾を用意の上参加ください。
★会場は、どちらも辺春ふれあいセンター（福
岡八女農協 上辺春支店近く）です。

【味噌作り体験】
◦日時＝11月28日㈯9時開始（8時30分開場）
◦参加費＝大人 3,000 円、親子で参加の場合
のお子さまは 500 円（小学生未満は無料）
◦内容＝地元産大豆を使った無添加味噌がで
きるまでの工程の説明と味噌作り体験。体験
後は手作り味噌を使った味噌汁、おにぎり等
の軽食、お土産味噌付。
◦定員＝15 人（先着順）

【こんにゃく作り体験】
◦日時＝12月5日㈯ 9時開始（8時30分開場）
◦参加費＝大人 1,500 円、親子での参加の場
合のお子さまは 500 円（小学生未満は無料）
◦内容＝地元産の材料を使った無添加こん
にゃくができるまでの工程の説明とこんにゃく
作り体験。体験後は手作りこんにゃくを使った
料理、おにぎり等の軽食、お土産こんにゃく付。
◦定員＝ 20 人（先着順）
◦主催＝ＮＰＯ法人辺春地域振興会議
◦申込・問い合わせ＝地域おこし協力隊　田
中さん（☎ 050・5580・4158）
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／
O
２
４
・
８
１
２
２
）

　
体
重
や
お
腹
周
り
（
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
が
気
に
な
る
40
歳

～
64
歳
を
対
象
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

①
立
花
会
場

◦
日
程
＝
11
月
～
２
月
※
お
お
む

ね
第
１
・
３
火
曜
日
13
時
30
分
～

15
時
（
受
付
13
時
～
）

◦
会
場
＝
か
が
や
き
集
団
指
導
室

②
黒
木
会
場

◦
日
程
＝
11
月
～
２
月
お
お
む
ね

第
１
・
３
金
曜
日
13
時
30
分
～
15

時
（
受
付
13
時
～
）

◦
会
場
＝
ふ
じ
の
里
多
目
的
ホ
ー
ル

①
②
共
通

◦
内
容
＝
健
康
運
動
指
導
士
に
よ

る
運
動
の
実
践
や
生
活
習
慣
病
に

関
す
る
講
話
。

◦
定
員
＝
先
着
20
人
。

◦
申
込
＝
健
康
推
進
課
保
健
指
導

係
（
☎
２
３
・
１
３
５
２
）

時
30
分

◦
会
場
＝
県
八
女
総
合
庁
舎
２
階

大
会
議
室

◦
内
容
＝
①
歯
科
健
診
（
希
望
者

の
み
）
②
お
う
ち
で
で
き
る
お
口
ケ

ア
や
体
操
③
交
流
会

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑

後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
６
１
０
）

　
音
楽
で
認
知
症
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

◦
日
時
＝
12
月
７
日
・
14
日
・
21

日
（
月
曜
日
全
３
回
）

◦
会
場
＝
八
女
市
社
会
福
祉
会
館

３
階
大
会
議
室

◦
募
集
＝
35
人
（
申
込
多
数
の
場

合
抽
選
）

◦
申
込
期
間
＝
11
月
２
日
㈪
～
17

日
㈫
※
月
～
土
曜
９
時
～
17
時
に

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
中

央
公
民
館
（
☎
２
４
・
８
１
２
１

◦
場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
対
象
＝
小
学
１
年
生
～
６
年
生

◦
参
加
費
＝一般
千
円
、
会
員
３
百
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ

（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

◦
日
時
＝
12
月
５
日
㈯
【
午
前
の

部
】
10
時
～
12
時
【
午
後
の
部
】

14
時
～
16
時

◦
会
場
＝
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
１

階
会
議
室

◦
定
員
＝
先
着
10
人

◦
参
加
費
＝
千
円
（
材
料
費
）

◦
申
込
受
付
＝
11
月
１
日
㈰
か
ら

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館

（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
・
家
族

対
象
。
参
加
費
無
料
。
11
月
６
日

㈮
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
11
日
㈬
13
時
～
15

◦
日
時
＝
11
月
27
日
㈮
14
時
～
16
時

◦
場
所
＝
北
九
州
芸
術
劇
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
（
公
財
）
県
暴

力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
６
５
１
・
８
９
３
８
）

　
い
ざ
と
い
う
時
の
適
切
な
対
応

を
学
び
ま
す
。
参
加
無
料
。
託
児

な
し
（
控
室
の
準
備
あ
り
）。

◦
日
時
＝
12
月
10
日
㈭
14
時
～
16
時

◦
場
所
＝
柳
川
総
合
庁
舎

◦
内
容
＝
子
ど
も
の
急
病
―
対
処

と
予
防
（
高
木
病
院
小
児
科
部
長
）

◦
申
込
＝
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・

２
１
１
１
）
※
12
月
１
日
㈫
ま
で

◦
日
時
＝
11
月
６
日
㈮
、
13
日
㈮
、

27
日
㈮
17
時
30
分
～
18
時
30
分

ン
タ
ー
（
上
陽
町
北
川
内
）

◦
入
場
料
＝
５
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
西
村
さ
ん

（
☎
５
４
・
２
０
６
５
）

　
紅
葉
を
な
が
め
な
が
ら
お
茶
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
開
運
寺
と

江
戸
千
家
八
女
不
白
会
共
催
。「
落

合
拓
美
先
生
と
そ
の
お
友
達
書
道

展
」
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
23
日
㈷
13
時
～
19

時
（
お
茶
席
は
18
時
ま
で
）

◦
お
茶
券
代
＝
大
人
１
席
５
０
０

円
、
中
学
生
以
下
１
席
２
０
０
円

◦
場
所・問
い
合
わ
せ
＝
開
運
寺（
立

花
町
北
山
井
手
の
口 

☎
２
３
・
０

７
１
０
）

　「
暴
力
団
の
存
在
し
な
い
安
全
で

住
み
よ
い
福
岡
県
」
の
実
現
を
目

指
す
た
め
開
催
し
ま
す
。

教
室
・
講
座

八女市献血推進協議会（☎ 23・5816）
献血にご協力ください

日にち 時  間 場  所
11/13

㈮
10:00 ～ 11:30
12:30 ～ 15:30

ふじの里
（黒木町）

11/17
㈫

10:00 ～ 11:30 
12:30 ～ 15:30

八女市
総合体育館

第
５
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
も
み
じ
茶
会

音
楽
療
育
講
座

短
期
子
ど
も
体
操
教
室

小
児
救
急
講
演
会

て
が
み
絵
教
室

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
教
室

暴
力
追
放
福
岡
県
民
大
会

　八女の和紙を使って
版画の実演を行います。
八女で蘇る新たな夢二の
世界をご堪能ください。
◦日時＝11 月７日㈯～ 29 日㈰、９時
～ 17 時※月曜休館
◦オープニングイベント・講演会＝11
月７日㈯ 10 時 30 分
◦版画制作実演＝11月８日㈰
① 10 時 ② 13 時 ③ 15 時
◦ギャラリートーク＝11月14 日㈯、15
日㈰、21日㈯、22日㈰、28 日㈯、29
日㈰の14 時～ 15 時
◦会場＝八女伝統工芸館
◦入場料＝無料
◦申込・問い合わせ＝同館
　　（☎２２・３１３１）

八女で蘇る夢二版画

「竹久夢二展」

【県立福島高校説明会】 ◦11月12日㈭ 19 時～ 20 時 / 星野福祉行政センター◦11月13日㈮ 19 時～
20 時 / 矢部公民館◦11月28日㈯ 17 時 30 分～19 時 30 分 / おりなす八女◦問＝同校（☎ 22・5148）

　栄養・運動・休養について学びなが
ら脳トレしませんか。継続して参加され
ることで、仲間もでき楽しい講座です。
１回だけの受講もできます。保健師が「物
忘れ」等に関する相談にも応じます。
◦対象＝認知症予防に関心のある人。
事前申し込み必要。どの講座でも参加
できます。
◦参加費＝無料
◦会場＝上陽公民館
◦日程／内容＝
① 12 月3日㈭ 10 時～11時 30 分／

「認知症予防としての睡眠対策～メリハ
リのある生活がもの忘れ予防につながる
～」講師 久留米大学医学部神経精神
講座　内村直尚教授
② 12 月17日㈭ 10 時～11時 30 分／
健康運動指導士と一緒に楽しく運動を
しよう　講師 健康運動指導士
③ 1月14 日㈭ 10 時～ 11時 30 分／
食事のポイントについて 講師 管理栄養士
◦問い合わせ＝介護長寿課高齢者支援
係（☎ 23・1308）／上陽支所市民生活
福祉課市民生活福祉係（☎ 54・2218）

げんき脳講座（上陽会場）

ヘ
ル
シ
ー
運
動
教
室
追
加
募
集
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◦
研
修
期
間
＝
平
成
28
年
６
月
～

平
成
29
年
５
月
の
１
年
間

◦
申
込
方
法
＝
「
農
業
研
修
申
込

書
（
様
式
１
号
）」
お
よ
び
「
履
歴

書
（
様
式
２
号
）」
を
Ｊ
Ａ
ふ
く
お

か
八
女
へ
各
１
部
提
出
。（
郵
送
可
）

※
申
込
書
は
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
Ｈ

Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八

女
農
業
振
興
課（
☎
２
３・１
３
７
８
）

　
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
運

営
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
興
味
を
お
持
ち
の

人
、
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
人
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
連
絡
先
＝
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
（
☎
２

４
・
１
３
４
０
）

内
の
農
業
関
係
機
関
（
県
・
八
女

市
・
筑
後
市
・
広
川
町
）
と
一
体
と

な
っ
て
、
新
た
に
野
菜
生
産
に
取
り

組
む
こ
と
を
希
望
す
る
人
に
生
産

技
術
・
経
営
管
理
等
に
つ
い
て
研

修
を
行
い
ま
す
。
研
修
費
用
は
Ｊ

Ａ
が
負
担
し
ま
す
。

◦
研
修
生
の
資
格
＝
①
概
ね
45
歳

ま
で
の
人
②
心
身
と
も
に
健
康
で

農
業
に
意
欲
的
な
人
③
研
修
終
了

後
、
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
管
内
に

居
住
し
、
管
内
で
農
業
経
営
を
行

う
人
④
農
業
経
営
開
始
に
あ
た
り

２
０
０
万
円
程
度
準
備
で
き
る
人

◦
募
集
期
間
＝
11
月
２
日
㈪
～
12

月
25
日
㈮

◦
募
集
人
員
＝
４
人
程
度

◦
研
修
作
目
＝
イ
チ
ゴ
・
ト
マ
ト

※
ほ
か
の
作
物
に
つ
い
て
も
相
談
を

受
け
ま
す
の
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

★
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

◦
受
付
期
間
＝
11
月
18
日
㈬
ま
で

◦
試
験
＝
11
月
28
日
㈯
・
11
月
29

日
㈰

◦
応
募
資
格
＝
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
男
子

◦
合
格
発
表
＝
12
月
18
日
㈮

★
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

◦
受
付
期
間
＝
▽
推
薦
入
試 

11
月

１
日
㈰
～
12
月
４
日
㈮
▽
一
般
入

試
11
月
１
日
㈰
～
１
月
８
日
㈮

◦
試
験
期
日
＝
▽
推
薦
入
試 

１
月

９
日
㈯
～
１
月
11
日
㈪
の
内
１
日

▽
一
般
入
試
＝
１
月
23
日
㈯

◦
応
募
資
格
＝
４
月
１
日
現
在
15

歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

◦
問
い
合
わ
せ
＝
自
衛
隊
八
女
地

　
八
女
の
和
紙
や
竹
ひ
ご
を
使
っ

て
、
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
た
こ

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
日
時
＝
12
月
13
日
㈰ 

10
時
～

◦
会
場
＝
八
女
市
農
業
活
性
化
セ

ン
タ
ー
（
上
陽
町
）

◦
対
象
＝
市
内
子
ど
も
会
会
員（
小

学
生
）
と
そ
の
保
護
者

◦
参
加
費
＝
３
０
０
円

◦
持
参
す
る
物
＝
は
さ
み
、
の
り
、

た
こ
糸
、
ナ
イ
フ
（
竹
ひ
ご
用
）

◦
申
込
締
切
＝
11
月
20
日
㈮
※
申

込
み
は
電
話
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共

同
参
画
・
生
涯
学
習
課
（
☎
２
３
・

１
３
１
８
）

　
手
作
り
の
門
松
（
高
さ
約
50
㌢
）

で
お
正
月
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

◦
日
時
＝
12
月
22
日
㈫
10
時
～
12
時

◦
場
所
＝
西
公
民
館

◦
募
集
＝
20
人（
先
着
）※
電
話
受
付

◦
材
料
代
＝
１
対
２
千
円

◦
申
込
期
間
＝
11
月
２
日
㈪
～
11

月
16
日
㈪
平
日
９
時
～
17
時

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
西
公
民
館

（
☎
２
４
・
５
２
７
２
）

　

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
夢
た
ち
ば

な
観
梅
会
（
平
成
28
年
２
月
20
日

㈯
～
２
月
28
日
㈰
、
谷
川
梅
林
）

に
お
い
て
、
出
店
者
を
募
集
し
ま

す
。
出
店
条
件
等
が
あ
り
ま
す
の

で
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
出
店
募
集
期
限
＝
12
月
７
日
㈪

◦
対
象
＝
八
女
市
内
に
存
在
ま
た

は
市
内
に
開
業
の
事
業
者

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
立
花
町
観

光
協
会
（
☎
３
７
・
１
０
５
５
）

※
水
曜
・
木
曜
は
定
休
日
で
す
。

　
参
加
費
無
料
。
昼
食
は
各
自
で

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
28
日
㈯
10
時
50
分

～
18
時
35
分
（
市
役
所
清
水
町
駐

車
場
集
合
）

◦
場
所
＝
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春

日
市
）

◦
内
容
＝
男
女
共
同
参
画
表
彰
式
・

基
調
講
演
な
ど

◦
定
員
＝
20
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）

◦
申
込
方
法
＝
11
月
13
日
㈮
ま
で

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共

同
参
画
・
生
涯
学
習
課
（
☎
２
３
・

１
３
１
４
）

　
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
で
は
、
管

あ
す
ば
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
５
バ
ス
ツ
ア
ー

夢
た
ち
ば
な
観
梅
会
出
店
者

サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
Ｈ
28
年
度

（
第
２
期
生
）
農
業
研
修
生

自
衛
官

　八女市では性別にかかわりなく、個性と能
力を十分に発揮し、誰もが生き生きと輝く男
女共同参画のまちづくりをめざし、平成 23 年
に「第３次八女市男女共同参画行動計画」を
策定し、この計画に基づいて男女共同参画推
進のための施策を実施してきました。現計画
の期間は平成 27 年度で終了するため、新た
に平成 28 年度からの計画である「第４次八
女市男女共同参画行動計画」の策定を行いま
す。男女共同参画社会を実現するためには、
行政だけではなく市民や事業者の皆さんの力
が必要です。そこで、第４次計画の策定にあ
たって市民の皆様のご意見を募集します。
◦募集期間＝ 11 月２日㈪～ 11 月 30 日㈪
◦閲覧場所＝男女共同参画・生涯学習課、各
支所総務課、八女市ホームページ
◦意見提出方法＝任意の様式に住所、氏名
および「第４次八女市男女共同参画行動計画

（案）パブリックコメント」と表題を記入し、
次のいずれかの方法で提出ください。

〈持参〉男女共同参画・生涯学習課または各
支所総務課

〈郵送〉〒 834 ｰ 8585 八女市本町 647 八女
市男女共同参画・生涯学習課 宛
P 22・2186 男女共同参画・生涯学習課宛
q danjoshogaigakushu@city.yame.lg.jp
※ファイル添付不可
◦問い合わせ＝男女共同参画・生涯学習課

（☎２３・１３１４）

第４次八女市男女共同参画
行動計画（案）への意見

西
公
民
館
講
座
「
門
松
作
り
」

市
子
連
「
た
こ
づ
く
り
教
室
」

募集
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分
ま
で
（
そ
れ
以
外
は
留
守
番
電

話
対
応
）、
女
性
の
人
権
に
関
す
る

電
話
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
法
務
局
人

権
擁
護
部
（
☎
０
９
２
・
８
３
２
・

４
３
１
１
）

　

福
岡
県
で
は
、
認
知
症
の
人
や

そ
の
家
族
が
住
み
な
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、

認
知
症
に
関
す
る
心
配
ご
と
や
悩

み
ご
と
に
つ
い
て
、
電
話
ま
た
は
面

談
に
よ
る
無
料
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
秘
密
厳
守
。

◦
相
談
日
時
＝
水
・
土
曜
日
11
時

～
16
時

◦
場
所
＝
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春

日
市
）
☎
０
９
２
・
５
７
４
・
０
１

９
０

Shttp://www.pref.fukuoka.lg.jp/
contents/ninchisyousoudan.ht

Ａ
（
久
留
米
市
）

◦
内
容
＝
交
通
事
故
解
決
ま
で
の

流
れ
、
保
険
請
求
、
後
遺
障
害
認

定
申
請
手
続
き
な
ど

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
行
政
書
士
会

（
☎
０
９
２
・
６
４
１
・
２
５
０
１
）

　

空
家
バ
ン
ク
協
定
不
動
産
業
者

が
対
応
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
25
日
㈬
14
時
～
16
時

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

第
1
研
修
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
代
表
大
石
さ
ん

（
☎
２
３
・
４
７
７
５
）

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー

な
ど
、
女
性
に
関
す
る
人
権
問
題

の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
人
権

擁
護
委
員
と
法
務
局
職
員
が
、
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◦
相
談
日
時
＝
11
月
16
日
㈪
～
22

日
㈰
▽
平
日
８
時
30
分
～
19
時
▽

土
日
10
時
～
17
時

◦
全
国
共
通
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
＝
☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・

８
１
０

※
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

で
は
平
日
の
8
時
30
分
～
17
時
15

◦
訓
練
期
間
＝
１
月
～
６
月

◦
募
集
期
限
＝
12
月
1
日
㈫

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
所
（
☎
０
９
５

２
・
２
６
・
９
５
１
６
）

　

受
講
料
無
料
、
教
科
書
代
等
実

費
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
受
講
あ
っ

せ
ん
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
対

象
。詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
募
集
コ
ー
ス
・
定
員
＝
▽
経
理
事

務
科
②
※
訓
練
期
間
１
月
～
６
月

◦
募
集
期
限
＝
11
月
27
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９
４

４
・
５
４
・
０
３
２
０
）

　

弁
護
士
に
よ
る
相
談
会
。
前
日

ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
開
催
日
＝
11
月
11
日
㈬
18
時
30

分
～
20
時
30
分
／
11
月
25
日
㈬
18

時
30
分
～
20
時
30
分
／
12
月
２
日

㈬
13
時
～
15
時

◦
場
所
＝
春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

◦
予
約
電
話
＝
県
母
子
寡
婦
福
祉

連
合
会
（
☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３

９
２
２
）
※
平
日
９
時
～
17
時

　
予
約
不
要
。直
接
来
場
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
14
日
㈯
10
時
～
16
時

◦
場
所
＝
石
橋
文
化
会
館
会
議
室

域
事
務
所
（
☎
２
４
・
５
１
９
２
）

　
平
成
28
年
４
月
１
日
採
用
予
定

の
事
務
職
員
を
若
干
名
募
集
し
ま

す
。詳
細
は
Ｈ
Ｐ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

◦
試
験
日
＝
▽
１
次 
11
月
21
日
㈯

▽
2
次 

12
月
12
日
㈯

◦
受
験
資
格
等
＝
昭
和
61
年
４
月

２
日
～
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
病
院

（
☎
２
３
・
４
１
３
１
）

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
、
父
、
寡

婦
を
対
象
に
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

受
講
料
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
と
申
請

料
の一部
と
し
て
５
千
円
自
己
負
担
）

▽
歯
科
助
手
（
定
員
20
人
）

◦
期
間
＝
12
月
６
日
㈰
～
２
月
14

㈰
、
９
時
30
分
～
15
時
30
分
※
日

曜
昼
９
日
間

◦
託
児
＝
１
歳
～
就
学
前
（
事
前

予
約
）

◦
場
所
＝
春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
ひ
と
り
親
家

庭
等
就
労
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
１
）

　

受
講
料
無
料
、
教
科
書
代
等
実

費
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
受
講
あ
っ

せ
ん
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
対

象
。詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
募
集
コ
ー
ス
・
定
員
＝
▽
機
械
・

Ｃ
Ａ
Ｄ
技
術
科
⒂
▽
板
金
・
溶
接

施
工
科
⒂
▽
電
気
設
備
施
工
科
⒅

▽
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
⒅
▽

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
科

（24）
※
全
６
か
月

公
立
八
女
総
合
病
院
職
員

佐
賀
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

養
育
費
な
ど
の
無
料
法
律
相
談

行
政
書
士
交
通
事
故
無
料
相
談
会

空
家
・
空
地
無
料
相
談
会

認
知
症
介
護
相
談

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

ひ
と
り
親
等
就
労
支
援
講
習
会

大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

就
業
支
援

◦期日＝１月24 日㈰
◦会場＝べんがら村周辺
◦種目＝▽ファミリー 1.5㌔
▽小・中学生 2㌔
▽一般・マスターズ 5㌔
▽一般 8㌔
◦参加資格＝健康に自信のある 5 歳以
上の人
◦参加料＝1,000 円（小中学生 500 円）
◦申込方法＝申込書に必要事項を記入
の上、最寄りの郵便局にて参加料を振り
込むか、参加料と申込書を直接八女市
総合体育館へ持参ください。
◦申込締切＝12 月18日㈮
◦問い合わせ＝八女市総合体育館
　（☎２４・１２３０）

「茶のくに・やめ」
第 35 回

マラソン大会
参加者
募集！

課　程 准看護科 看護科（夜間定時制）

募集人員 70人 40 人

修業年限 2年 3 年

願書受付 11/30㈪～12/8㈫ 11/9 ㈪～11/17 ㈫

試験日 12月12日㈯ 11月21日㈯
◦問い合わせ＝大牟田医師会看護専門学校（☎
0944・52・7698）/ 大牟田市不知火町 3-104

平成 28 年度 看護学生募集
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ら
い
、
川
へ
の
「
ポ
イ
」
捨
て
を
な

く
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
15
日
㈰
８
時
～
９

時
30
分

◦
会
場
＝
宮
島
町
内
運
動
広
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
建
設
課
総
務
管

理
係
（
☎
２
３
・
１
９
７
１
）

　
清
潔
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
空
き
缶
や
空
き
び
ん
（
散
乱

ご
み
を
含
む
）
を
地
区
ご
と
に
回
収

し
ま
す
。参
加
者
に
は
資
源
ご
み（
新

聞
や
雑
誌
な
ど
の
紙
類
）
を
出
す

時
に
結
び
、
そ
の
ま
ま
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
る
エ
コ
紙
ひ
も
を
配
布
し
ま
す
。

◦
期
日
＝
11
月
15
日
㈰
※
各
地
区

に
よ
っ
て
集
合
時
間
、
場
所
が
異

な
り
ま
す
。
詳
細
は
各
行
政
区
長

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
集
合
場
所
＝
【
市
役
所
】
福
島

【
各
行
政
区
】
長
峰
・
上
妻
・
三
河
・

　
八
女
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

を
幅
広
い
用
途
で
利
用
す
る
た
め

に
、
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。
し

ば
ら
く
の
間
利
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
２
階
研
修
室
は
工
期
中

で
も
利
用
で
き
ま
す
が
、
利
用
を

制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦
工
事
期
間
＝
11
月
16
日
㈪
～
２

月
15
日
㈪

◦
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共
同
参
画･

生
涯
学
習
課 

市
民
会
館
係

（
☎
２
２
・
５
３
３
２
）

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育

館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。（
事
前
登
録
必
要
）

◦
12
月
利
用
者
の
会
＝
11
月
21
日
㈯

【第 30 回絣の里巡り in 筑後】◦日時
＝ 11/14 ㈯・15 ㈰ 9:00 ～ 17:00 ◦
場所＝熊野区公民館◦問＝筑後市観
光協会（☎ 0942・53・4229）

【 第 5 回まかない飯グランプリ】◦日
時 ＝ 11/22 ㈰ 10:00 ～ 18:00 ◦ 場
所＝筑後広域公園◦問＝商工会議所

（☎ 0942・52・3121）

【白秋祭水上パレード】◦日時＝11/1
㈰～ 3 ㈷ 18:00 ～ 21:00◦場所＝川
下りコース◦問＝柳川市観光案内所

（☎ 0944・74・0891）
【柳川よかもんまつり】◦日時＝11/21
㈯ 10:00～ 16:00、22㈰ 9:00～ 16:00
◦場所＝有明地域観光物産公園◦問
＝柳川市観光課（☎ 0944・73・8111）

【まるごとみやま秋穫祭】◦日時＝
11/14 ㈯～ 15 ㈰ 9:30 ～ 16:00 ◦場
所＝みやま市立図書館駐車場付近
◦問＝同実行委員会(☎0944・63・6111）

【ひろかわ古墳まつり】◦日時＝11/8
㈰ 9:00 ～ 15:00 ◦場所＝石人山・
弘化谷古墳公園◦問＝同実行委員会

（☎ 32・5555）

みやま市

広川町

筑後市

柳川市
◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡
山

小
、
西
中
）
▽
15
時
～
（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分
～

（
忠
見
小
、
川
崎
小
、
見
崎
中
、
上

陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
筑
後
川
・
矢
部
川
・
嘉
瀬
川
河

川
美
化
「
ノ
ー
ポ
イ
」
運
動
は
、

筑
後
川
・
矢
部
川
・
嘉
瀬
川
沿
い

に
所
在
す
る
自
治
体
と
国
土
交
通

省
筑
後
川
河
川
事
務
所
が
共
同
で

行
っ
て
い
る
河
川
の
一
斉
清
掃
で

す
。
毎
年
、
河
川
沿
い
の
住
民
や
、

地
域
の
企
業
の
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
皆
さ
ん
の
参
加
に
よ
り
、

清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ノ
ー
ポ
イ

運
動
は
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
身

近
な
川
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
も

八
女
文
化
会
館
を
改
修
し
ま
す

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

第
30
回
「
ノ
ー
ポ
イ
」
運
動

第
36
回
空
き
缶・空
き
び
ん(

散

乱
ご
み)

回
収
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

イベント情報後筑 ちくごななこく七国

　察では、11月中に総力を挙げて指名手配犯
の追跡捜査を行います。指名手配犯の発見

には、国民の皆さんのご協力がぜひとも必要です。
「よく似た人を見かけた」といった情報など、どん
なわずかなことでも結構ですので警察に通報して
いただくようお願いします。
◦問い合わせ＝八女警察署刑事課（☎ 22・5110）

指名手配犯の検挙にご協力を！
警

川
崎
・
忠
見
・
岡
山
・
黒
木
・
豊
岡
・

串
毛
・
木
屋
・
笠
原
・
大
淵
・
光
友
・

北
山
・
白
木
・
辺
春
・
上
陽

【
西
公
民
館
】
八
幡

【
矢
部
ま
つ
り
会
場
】
矢
部

【
各
地
区
集
会
所
】
星
野

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
本
庁
環
境
課

(

☎
２
３
・
１
４
６
２)

▽
黒
木
支
所
（
☎
４
２・１
４
６
３
）

▽
立
花
支
所
（
☎
２
３・４
９
３
３
）

▽
上
陽
支
所
（
☎
５
４・２
２
１
８
）

▽
矢
部
支
所
（
☎
４
７・３
１
１
１
）

▽
星
野
支
所
（
☎
５
２・３
１
１
３
）

　
総
務
省
と
福
岡
県
で
は
、
毎
月
、

労
働
力
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

労
働
力
調
査
は
、
政
府
や
都
道
府

県
の
雇
用･

失
業
対
策
の
た
め
に

不
可
欠
な
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
調
査
対
象
に
選
定
さ
れ

た
皆
様
の
お
宅
に
調
査
員
が
伺
っ

た
際
に
は
、
調
査
票
へ
の
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
調
査

票
は
厳
重
に
保
管
さ
れ
、
統
計
資

料
を
作
成
す
る
こ
と
の
み
に
使
わ

れ
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
調
査
統
計
課

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
１
８
６
）

福岡県最低賃金
改正のお知らせ

福岡労働局（092・411・4578）

福岡県の最低賃金が、平成
27 年 10 月 4 日から、1 時間
当たり７４３円に改正されま
した。使用者も労働者も必ず
最低賃金を確認しましょう。
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火災出火件数  0件 （22件）
救急出動件数 236件 （2,460件）
救急搬送人数 229人 （2,385人）

人身事故発生件数 32件 （358件）
傷　　者 41人 （479人）
死　　者 0人 （  3人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 66,318 (-71)
男 31,230  (-29)
女 35,088  (-42)

世帯数 24,390  (+11)
　※（　）内は前月比

出生 32 人 死亡 69人
転入 148 人 転出 182人

◦国民健康保険税（5 期）
◦後期高齢者医療保険料（5 期）
◦介護保険料（5 期）
◦住宅使用料（11 月）
◦保育料（11 月） ▼ 9 月の交通事故の状況

▼ 9 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（9 月30日現在）

▼ 9 月の異動
納期限・口座振替日は11月30日㈪

※納税は、安全便利な口座振替をご利用くださ
い。納期限内の納付にご協力ください。遅れる
と延滞金が加算されることになります。※納付
書をなくされた人は担当課へご連絡ください。

予約

11月に
納める
もの

無料法律相談
◦11月19日㈭ ／ 相談 13:00 ～ 16:00/　
　場所・法務局八女支局※予約・法テラ
　ス福岡☎ 050・3383・5502
◦11 月13 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦11 月 20 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦11 月 27 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／地域福
　祉センター（上陽）※予約☎ 54・3003
◦11 月 20 日㈮ 10:00 ～ 12:00
　／八女商工会議所※予約☎22・5161
男女共同参画推進支援委員相談
◦11月12日㈭ 13:30 ～ 16:30※予約
　男女共同参画・生涯学習課☎23・1314
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦11月20日㈮ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
障害者相談支援センターリーベル出張相談
◦11月17日㈫ 10:00 ～ 11:00 ／黒木支所
◦11月13日㈮13:00 ～14:00 ／矢部公民館
◦11月27日㈮13:00～14:00／そよかぜ（星野）
◦問い合わせ＝リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦11月6日㈮13:00 ～16:00 ／社会福祉会館
行政相談（総務課☎23・1111）
◦11月5日㈭ 13:30 ～16:00 ／社会福祉会館
◦11月10日㈫ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦11月4日㈬、25日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦11月9日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦11月20日㈮ 13:30～16:00/社会福祉会館
◦11月13日㈮ 13:30～16:00/ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦11月4日 ㈬、18日 ㈬13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦11月4日㈬、18日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦11月11日㈬、25日㈬13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦11月11日 ㈬、25日 ㈬9:30 ～ 12:00

　／かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談会
◦11月6日㈮ 13:00 ～ 15:00 ／商工会議所
税務相談会
◦11月9日㈪ 10:00 ～ 15:00 ／商工会議所
経営支援相談会
◦11月16日㈪ 13:30 ～ 16:30
　／商工会議所 ※予約☎22・5161
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦11月17日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所103会議室
◦11月12日㈭ 9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦11月13日㈮・17日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦11月17日㈫ 10:00～12:00/かがやき（立花）
◦11月26日㈭ 10:00 ～ 12:00 ／星野支所
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。予
約をすれば待ち時間が少なくなります。
※基礎年金番号をお知らせください。
◦月曜日（休日の場合は翌日） 8:30 ～
19:00 ／火～金曜日8:30 ～ 17:15 ／毎
月第2土曜日9:30 ～ 16:00
※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談
◦毎週月曜日 14:30 ～ 16:00
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜 14:00 ～ 15:00 ／南筑後保
　健福祉環境事務所分庁舎（八女総合
　庁舎）※予約☎0944・72・2812
弁護士多重債務・労働問題・DV被害相談
◦毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉   
　会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市役
所消費生活相談窓口☎23・1183
◦毎週水曜 9:00 ～ 16:00 ／黒木支所
　第３相談室☎42・1111

消費生活無料法律相談
◦11月17日㈫ 13:00 ～ 16:00
　／八女市役所消費生活相談窓口 
　※予約☎23・1183

教育相談
◦平日9:00～17:00／八女市教育委員会
　☎0120・784・110
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務所
　※予約☎0942・52・4949
養育費電話相談
◦平日9:00～16:00／福岡県母子家庭等
　就業・自立支援センター（春日）
　☎092・584・3931
交通事故相談
◦平日9:15～17:00／日本損害保険協
　会そんぽADRセンターナビダイヤル
　（☎0570・022808）
犯罪被害者相談電話
◦平日9:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎092・632・7830）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉環
　境事務所（☎0944・72・2610）
多重債務相談
◦平日9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00/
　福岡財務支局 ☎092・411・7291
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担保相談
◦平日18:00 ～ 20:00 ／福岡県青年司法書
　士協議会（☎092・724・9505）
高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）

【地域包括支援センター】
◦八女市地域包括（本所内）☎23・1203
◦八女市東部地域包括（黒木支所内）
　☎42・1119

【高齢者相談センター】
◦社会福祉協議会（☎23・0294）
◦上陽支所（☎54・3629）
◦黒木支所（☎42・2131）
◦立花支所（☎37・0036）
◦矢部支所（☎47・3123）
◦星野支所（☎52・3165）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ

▽
立
花
支
所
（
☎
２
３・４
９
３
３
）

▽
上
陽
支
所
（
☎
５
４・２
２
１
８
）

▽
矢
部
支
所
（
☎
４
７・３
１
１
１
）

▽
星
野
支
所
（
☎
５
２・３
１
１
３
）

　
総
務
省
と
福
岡
県
で
は
、
毎
月
、

労
働
力
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

労
働
力
調
査
は
、
政
府
や
都
道
府

県
の
雇
用･

失
業
対
策
の
た
め
に

不
可
欠
な
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
調
査
対
象
に
選
定
さ
れ

た
皆
様
の
お
宅
に
調
査
員
が
伺
っ

た
際
に
は
、
調
査
票
へ
の
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
調
査

票
は
厳
重
に
保
管
さ
れ
、
統
計
資

料
を
作
成
す
る
こ
と
の
み
に
使
わ

れ
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
調
査
統
計
課

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
１
８
６
）



 

菊
薫
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。今
回
は
11
月
に
行
わ
れ
る

「
八
女
上
陽
ま
つ
り
全
日
本
き

ん
ま
選
手
権
」に
つい
て
紹
介
し

ま
す
。木き

ん
ま馬

は
、幅
60
セン
チ
、長

さ
１
０
０
～
１
５
０
セ
ン
チ
程

度
の
小
丸
太
式
お
よ
び
割
木

式
等
の
硬
木
製
で
ソ
リ
に
似
た

道
具
で
す
。森
林
で
切
り
倒
し

た
木
材
を
木
馬
に
の
せ
、馬
に

引
か
せ
て
運
び
出
し
ま
す
。昭

和
30
年
代
頃
ま
で
は
全
国
各

地
の
山
間
部
で
木
材
、薪
、木
炭

等
の
運
搬
に
使
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、集
運
機
等
の
機
械
が

普
及
し
た
た
め
木
馬
の
姿
は

見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。木

馬
を
使
用
し
て
い
た
こ
ろ
は
、林

業
が
盛
ん
で
し
た
が
、そ
の
衰
退

と
と
も
に
徐
に々
地
域
の
活
力

が
失
わ
れ
つつ
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
５
年
か
ら
上
陽
町
で

は「
山
里
の
伝
統
文
化
復
活
で

町
の
活
力
を
取
り
戻
そ
う
」と

木
馬
を
使
っ
た「
全
日
本
き
ん

ま
選
手
権
大
会
」を
実
施
。こ

の
競
技
は
き
ん
ま
に
俵
を
載

せ
、42・１
９
５ｍ
を
人
力
で
引

く
タ
イ
ムレ
ース
で
す
。レ
ース
は

２
日
間
で
、１
日
目
は
小
学
４

年
生
以
下
の
部（
俵
80
㎏
）、小

学
６
年
生
以
下
の
部（
俵
１
２

０
㎏
）の
ジュニ
ア
き
ん
ま
レ
ース
、

２
日
目
は一般
の
部（
俵
４
０
０

㎏
）と
レ
デ
ィ
ース
の
部（
俵
２
０

０
㎏
）が
あ
り
ま
す
。各
部
門

そ
れ
ぞ
れ
に
豪
華
賞
品
が
あ

り
、２
日
目
の一般
の
部
に
優
勝

す
る
と
賞
金
な
ん
と
30
万
円

‼
ま
た
パフ
ォ
ーマンス
賞
や
ラッ

キ
ー
賞
な
ど
が
あ
り
、参
加
者

が
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
ト
ル
を
目

指
し
て
闘
う
姿
が
見
ど
こ
ろ
で

す
。11
月
14
日
㈯
、15
日
㈰
に

春
の
山
公
園
に
て
行
わ
れ
る
八

女
上
陽
ま
つ
り
は
、地
元
の
物

産
販
売
や
バザ
ー
な
ど
も
あ
り

ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。※
雨
天
決
行

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
役
所

上
陽
支
所
建
設
経
済
課
（
☎
５

４
・
２
２
１
９
）

茶のくに観光案内所のおすすめスポット No.30

きんまin 上陽町

茶のくに観光案内所 いのくち

おたんじょうびおめでとう
祝
１
歳
♡
瑛
登
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く

元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て
ね
♪

智
仁
お
め
で
と
う
！
お
姉
ち
ゃ
ん
と
元

気
に
す
く
す
く
育
っ
て
ね
。

祝
１
歳
‼
笑
顔
が
か
わ
い
い
陽
真
♡
生

ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
♡

♡
祝
１
歳
お
め
で
と
う
♡
元
気
い
っ
ぱ
い

笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
大
き
く
な
っ
て
ネ
☆

凛
太
郎
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♪
元
気

で
笑
顔
の
素
敵
な
子
に
育
っ
て
ね
！

あ
ー
ち
ゃ
ん
Ｈ
Ｂ
Ｄ
♡
お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良

く
元
気
に
大
き
く
な
ー
れ
♡

明
る
く
優
し
い
男
の
子
に
な
っ
て
ね
。
一

緒
に
世
界
を
旅
し
よ
う
☆

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡
彩
の
笑
顔
に
、

み
ん
な
癒
や
さ
れ
て
い
ま
す
♪

祝
１
歳
♡
の
の
か
お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良

く
し
て
ね
♡

元
気
に
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。
が
ん
ば
れ
源
。

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
い
つ
も
笑
顔
の

大
ち
ゃ
ん
に
元
気
を
も
ら
っ
て
る
よ
♡

増
永
家
に
ま
た
ひ
と
つ
大
き
な
宝
物
が

ふ
え
ま
し
た
☆

明
る
く
元
気
な
お
て
ん
ば
真
緒
♡
１
歳
お

め
で
と
う
‼
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ね
♡

牧口 愛
あ い ら

羅ちゃん

井上 智
ともひと

仁ちゃん

原嶋 陽
は る ま

真ちゃん 尾畑 悠
ゆうせい

聖ちゃん

松田 凛
り ん た ろ う

太郎ちゃん

原 愛
あ さ き

咲ちゃん

樋口 諭
さとる

ちゃん

栗原 彩
あや

ちゃん

田原 みのりちゃん

増永 あやめちゃん

佐伯 真
ま お

緒ちゃん

松﨑 源
げん

ちゃん

青木 大
た い ち

地ちゃん

Ｈ26年11月1日生（忠見）

Ｈ26年11月12日生（吉田）

Ｈ26年11月26日生（矢部村） Ｈ26年11月28日生（黒木町）

Ｈ26年11月１日生（黒木町）

Ｈ26年11月23日生（吉田）

Ｈ26年11月28日生（吉田）

Ｈ26年11月2日生（矢部村）

Ｈ26年11月25日生（本町）

Ｈ26年11月11日生（黒木町）

Ｈ26年11月26日生（吉田）

Ｈ26年11月11日生（上陽町）

Ｈ26年11月26日生（本村）

満１歳のお子さまの写真を募集しています。（た
だし、市内に住民登録があるか実際に住んでい
る人に限る）。名前・生年月日・住所・簡単なコ
メント（30字以内）を添えて、誕生日前月の7日
までに直接お持ちいただくか、郵送でお申し込
みください。なお、応募多数の場合は先着順と
させていただきます。
●申し込み＝秘書広報課秘書広報係
（☎23・1110）

編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女

■編集・発行　八女市役所秘書広報課秘書広報係
〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 22・2186
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　
■E-mail：mail@city.yame.fukuoka.jp
※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています

ＦＭ ＹＡＭＥ 80.1MHz　NOW ON ＡＩＲ! ＦＭ八女制作番組　「がまだすワイド 801」 
毎週月曜～金曜　12：30 ～15：00 生放送！
※20:30～22:30まで毎日再放送しています。

▼
今
ネ
ッ
ト
の
天
気
予
報
で
は

「
全
国
的
に
鮮
や
か
な
紅
葉
に

期
待
！
」
と
の
予
想
で
す
。
11

月
に
は
市
内
各
地
で
秋
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
祭
り
と
あ
わ

せ
て
紅
葉
狩
り
も
楽
し
み
た
い

も
の
で
す
ね
。（
Ｔ
・
Ｓ
）

▼「
も
の
の
あ
わ
れ
は
秋
こ
そ
ま

さ
れ
」
愛
読
『
徒
然
草
』
の
一

節
。
古
来
よ
り
秋
は
人
々
に
好

ま
れ
て
き
た
季
節
の
よ
う
で
す
。

茜
雲
に
夕
暮
れ
時
の
秋
桜
。
も

の
の
色
に
不
思
議
な
色
影
を
付

け
る
こ
の
季
節
を
取
材
し
な
が

ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。（
Ｋ
・
Ｋ
）

▼
日
が
ず
い
ぶ
ん
と
短
く
な
り

ま
し
た
が
、
暮
れ
ゆ
く
夕
日
の

な
ん
と
美
し
い
こ
と
！
夕
日
に

励
ま
さ
れ
、
ま
た
明
日
も
頑

張
ろ
う
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

（
Ｋ
・
Ｓ
）
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